
中でも西安愈 ･中安食が泉安点より杜氏の数が少ないのは,祖安創こは昔から漁業が発展し

ており,頻発従中老が多か ったということ,ヰ安か ま商業 (変樺井田)が発展しており,少

ないながらも缶耕地所有者も中安盛が一番多かったなどの理由によるのではないかと思われ
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術中杜氏の一番多い寄島阿]の場合を例にとって.術中杜氏がどんな地域に進出しているか

を見てみようQ

表 4- 1 寄 島 町 酒 造 労 務 者 敬

府
県

区
分

富 京 奈 大 兵 島 廊 広 香 高 J･K･

山 都 良 阪 姉 娘 tll 良 川 知 媛

1 2 8 5 5 1 47 4 4 5 2

荏:脚和41年 1月1日郡在 寄E:'Jf町史より
この裏か ら見ると,県内の中小規筒の帝 Lキ態で佃くものが非常に多いことがわかる｡

なお,昭和 45年 2月現在の分布図との杜氏敬の合紳こは10fl.絹Bi:のひらきが,ある

ことに注志してもらいたい ｡

(4) 歴史的変遷

元禄年間に発祥したと思われる備中杜氏は,その後先覚者や功労者の努力により徐々にそ

の数を増し,明治20年頓には 100名をこえ,杜氏出身地域も,現在の笠蘭市 (旧大畠村)

･浅口郡寄島町 ･里庄町 ･碑方町 ･金光町 ･怠軟市玉島黒埼などにわた った O そして明治20

年末に備中杜氏組合が結成 され,備中杜氏の放盛期と′削 っれる大正末から昭和初舟加こは,紘

氏だけでも約 400名,代師以下の蔵人など全従汲月を合わせると.2.0rJO名以上いたと

思われる｡

笠岡市大島地区の土生という部落を例にとってみると,描出杜氏の損盛糊と思われ る大正

･15年頃には,その部落の全戸数 50戸で杜氏が占□人もい7こというから,いかにその当時

杜氏が多か ったかということがわかる .とにか く当時は,杜氏でなけれが嫁のさてがないと

いわれていたほどである_.では,なぜそのように杜氏のなり手が多か ったのであろうか｡ま

ず考えられることは,当時は也開脚にk,これとい った他のよい仕申がなか っにこと･,それ

にft氏で 4ケ月働けば,その間は食出などい っさいは酒J-iもらで,帰郷する畑 こまとまった

金がはいるという魅力カ;あっ7t ,それにその観も上述Lにように,当時としてはかTf'L)ulj砧

孤であ -.た｡こうした理由か ら,杜氏になる人が多か っ7こと思われる｡

しかし,第 2次世界大磯を契板として,その艶は激減 した ｡それは威lFIqJは,横道石数に

制限があ ったり,企乾生削宙などにより杜氏の虹が破滅したのである｡そして,曳在また杜氏

の数は,減少の一途をたどっている それは象在の若者に,杜氏を志すものがほとんどいな

くな った7TLめである｡つまt),杜氏の後払者がいないということである｡この執 こは色々な
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理由があるOまず考えられるの帆 現代の若者は杜氏という仕草に魅力を感じないというこ

とである04ケ月髄も酒蔵に噂起きしなければならないことに束縛感を感じるのだろうOま

た近年,水島 ･福山に工業地帯ができ,好灸件で一年中働けるので,若者はこちらに集中し,

杜氏にはふりむこうともしていない｡また,ここ2･5年,油菜は少し上向きであり,杜氏

の人が漁業へ専業化するといったこともある｡

以上のような理由により,若い人が杜氏の後粒者になることはほとんどなく,酒造労働者

の年令層は高くなる一方である.現在では杜氏の後蝕者の育成が一番の問題であるOかつて

は,蔵人から杜氏につかって下さいと頼みに行ったものだが,額在では,人手不足で逆に杜

氏が,蔵人として来てくれるようにと頼みに行くしまつである.,現#.では,杜氏の巌も困難

な仕印は人額だといえるOこのように,父祖伝来の酒造枝席者の倍をすて,工場工員に転身

するものが年 増々加することは,備中杜氏に限らず.全国的な傾向である｡

LS) 酒造り工程

現代では.憩造技術の進捗と酒造工程の静械化,さらに各府県の試晩場などの指専停勢が

確立せられたことによって,肺中社民としての特別な蘇伊は存在しなくなったが,商連技術

の探立しない時代には,各地の杜氏によって,かなり接種に相連があったQ

過去の備中社民の流儀の特徴は,備中米の特徴を生かし,薄口で飲みやすいいわゆる後退

な酒造りに特別な積荷を持ち,全ELd的に有名であったO現在の蹄中杜氏の技術的特色を-rj

でいうなら,甘口でさわりなく飲める酒を逸りながらも,経済潜として,しカ;も良質のもの

を造り上げる特殊な技術ということができようハ

怖..tg:rリ工程であるが,簡造りには日じまいと半じまいとがあり,日じまいとは,1Elにお

け 1本のもろみをしこむことであり,半じまいとは, 2日におけ 1本のもろみをしこむので

ある07亡からRじまいの方が酒屋の塊掛 ま大きいといえる｡

では実際に,潜ができあがる順序についてみよう0

1, 原料の米を府白する｡ ●

楓こ必野なのは,米のデンプンであるので 米をついて,米の外部の脂肪分や鉱物質な

どを町 J除き,純粋なデンプンに近くするためである0

2,朽自した米を水にひたすO

このさい･斗水 (とみず)といって, 1斗の米に対して1斗の水の割合でひたす｡この

鞘 削ま,米の性倒 ･水の成分 ･気温などにより異なるが約 10-20時間であるOこの

時によく水を吸収する米が宿の原料米として都合がよい｡

-■■
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5.米をむして,むし米をつくる｡

水にひたした米を強力な蒸気でむして,むし米をつくる｡この産気の脊さが憩の品質に影響

するので,圧力計などの計器のない時代には,杜氏の熟練した感にたよっていた｡

4. こうじをつくるO

瀞の主成分はアルコールであるが,アルコ-ルは簡捷ダンプフからは生産できない｡米を一
度ぶどう糖にかえ,これl領事得点を繁殖させて.アルコールができるわけである0

5.滴母を作る｡

こうじがひによって,デンプンがぶどう感に変えられたこうじに水を加え.それに酵母菌を

繁殖させるoだから,酒母というのは,アルコールを生産す聯 母菌の培准液と考えられる｡

この酒母育成のさい,乳酸額を利用して酵･&l以外の推南の箕輪を防ぐ｡
I

ふ もろみ工碍

できあがった ｢こうじ｣｢酒母 (もと)｣rtrL米｣｢水｣をおけにしこむQこうしたもの

をもろみと呼んでいる｡もろみの中では,こうじから分泌された糖化酵紫によって,むし米

のデンプンはぶどう糖に変わり,このぶどう粥は病母で背成されナ形 母蘭の無頼により,ア

ルコールに変化していくoこのように,酒を盛る場合,併行的に発祥を行なわせるわけであ

るoこのもろみは数日たつと,発将のため,あわが表面いっぱいにできるが,この期間が酒

の味にとって,一番重要な時期なので,鮎飯許理の行なわれる前は.杜氏をはじめ披人一同

は,このもろみの刻々変わるようすを昼夜の性別なく,監視しなければならなか った0

7. もろみを搾る.

このもろみを搾る装置を榊 (ふね)といい, この搾る係の者を ｢船頭｣と呼ぶのであるO約

20日ほどたって,発辞の完了したもろみを袋の小二入れ.｢酒槽｣の中に括み重ねて,上

から圧搾するoそして,もろみを酒と粋とに分けるのであるo

a お り 引 き

こうしてできた酒は米のとぎ汁のように,白く成ったものであるが,おけにいれて瀞匪して

おくと濁 った部分は底に沈み,上馴 ま増明な.(竹崎となるO

この澄明な部分を抜きとl)次のおけにいれるCこの傑作を ｢おり引き｣というのである-こ

の傑作を2回ほどくり返すと,まったく船倉なTl.挿 となるo

以上酒ができるまでを,怖串にみてきたが-この酒造.)工程の中には･杜氏の熟練された桂

!･iEと_感が必要なむずかしい1程もかなりあるが.現在では烏城の導入により･かなt)楽に感が

できるようになってきているっ

(森 山 伸 一 ･国.分 寛 仁 )
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5 漁 業

1 寄 島

寄島の海業は.第2次大戦後大きな変 を遂げた.由抜化は時代の趨勢であり,昭和 12

/lF頓から盛んに行なわれ, 18年頓には｢応普及したといわれる .しかし,石地織的が帆

B･.'一による打搬網にかわ って,底曳梱葉の動力源として利用されるようになったのは,使用

規制が廃止された戯後になってからであるOこの協械化は乱獲をまねき,魚族資源,主と

してタイ,サワラなどの高級魚の新著な減少をきたした このことより,これらの高級魚

の漁牡を目した大規模な細網やサワラ流しは消え,同時にそれを経営した網元も消滅する

こととなった,

過去において盛んであり,今日の寄島の漁業の中心である小型底曳漁業の原型である打

瀬潔棒糞を最初として,各頻発について若干の鋭明を7mえていくこt･にするO ･

(1)打 潮 解 漁 真

打萄喝の打桶という語は,肺力機関をもたなかった時代において,風のある時には

風に帆を打たせ.又,撫風の時には,蒔中に確執をはり,それを糊に打たせて,網を

ひっぼり漁獲したことに由来しているといわれるO風の方向や朝と同方向に流されTT

がら襟裳するので,風や明の状樺に大きく左右されるが,風力や瀬林が少 弱々くても,

細流と同方向に流されている限り,魚は習性として欄の流れに対して頭を向けている

ので,かなりの魚が掬の中に入ることになるo現在の雇曳漁茸は打帝喝の動力源が,

自然を利用したものから,人工的なものに変化したものであって,操業率の大幅な上

昇をみたが.その漁法の偵本楯別はかわっていないo打噌喝で頼筏された魚は極々で

あるが,その中心をなすものは,力L/ィ,エビ,アナゴ,タコ,シ ャコなどであった.

(2) 縛 網 漁 米

縛鍋はrl1番舶Cjl種であり.打額桐にくらべて雑る魚種がかなりきまっている｡主

としてタイ,サワラフエビの高級魚を漁粧した｡将網碑菜は1銃に 50人近くの水主

(カコ)を竣するので網元による経営であった｡

招良纏擁泰郎のjj-の訊こよれば.大正初年頃には,縛絢が鞍十続存在していたとの

ことであるO縛掛 ま1統泰たり約50人の水主を必要としたtZ)で,漁期には近辺の撫

村からの出壕せぎもみられ,寄掛ま親元の所在地として,東のE]生とならんで繁栄し

た漁村であったOしかしながら,その労働の過重なことから漁夫に敬遠されたこと.

舶豊の一食料申憎の酎 ヒによって多人数のが 儲 達に顔色をかこったことを副因としな
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がらも,主要漁独物であったタイ,サワラの乱卦 こよる減少をぬ接の契鞄として縛鰍 ま消滅

したのである｡そして同時に納元も姿を消していったd

縛網漁発の労働の激しさを示す話を中安貞の老人 (80才)がして下さったので,それ

を記載しておくっ｢fI鍋では,ある人が周知の水主に屠ってもらおうと網親方の家へ行ったO

ところが,親方がテストをして,そこの重しをここまで持ってきてくれと言いつけ,それを

軽々と持ってきたものを合格にしてJfiった(),又,蝕飯時には,飯をたべていかんかと言っ

て,5-6杯しかよう介ぺないものは不合格, 10杯も,それ以上も食べたものは合格にし

たという｡安意でも同じような詔がある｡｣このことは.魚群がやって来た鴨には,長時間

休みなしの作菜となるので,身体強鰹で食欲が旺盛なものでないと勤まらないということを

端的に示している｡

(3) 小 型 在 曳 頼 光

研在,寄島油菜協同哨合には, 145度の噸銘'jJTl登録されているが,その数は数年鍬まい

傾向を示しているOそのほとんどすべてがS的Akiといわれろ10馬力RJfのエソJソを搭峨

した5I,末林の綴械肘で,小型底曳漁･y･'(こ従L)!している｡こ0)小判底曳船は戦後1時大雅化

がはかられたが,rl'Ll和27年法令によ()獅戸内海では10馬力以上5･-i).=ソiyンを任用した媒

曳漁業は禁止されたOこれは,･エソiyyの大別 ヒによって操業能率が向上し,乱娃となって

資帝が枯渇するのを防止するためであるn,しかしながら,卿戎化によ って.Pl礼 .L如汝とはほ

とんど坤牌操に,しかも高速で絢をひくことができるようになったので,乱芯をTT葺き魚族.ef

狩の減少をきたしているOそのiijナ･は,短R.-Irlで放長する1年物といわれる大ir.I:i.71よ'･)も,

成触こなるまでに年数を紫するタイ等のわ砲仲の干しい縮少にあらわれている｡梯前には,

打鞄をやっていると朽々タイがかなりの授数人･TJこともあった那,今日では,rFE曳栂にタイ

がみられるということは韓鮒こ近いとのことであるo

博触化によって撰光日数は大幅なtT.!.J加を示した,打輔の峠には,年間操業Ll敬は 12Ou

前後であったが,ディーゼルエソJソの搭載によって 1.5倍にあたる180El的後にまでLiYL

加したOしかし,近年では.土地の有年が7j,J.白･稲山の新興工炎地帯へ就威してしまうので,

燕民の老争化が急速に進行している.このため止い将来,嫌某日311,がかなり減少するであろ

うと予懲さ11Jる｡そしてそれは早くも.El他日を公休E)としたり,海が少ししけたりしたら

LLJ..:,濾,をと()やめるというような観象としてあら.)れてきている0

本年の11月には, りE.の底曳船が 1日平均 2万円の水揚げをしているとのことであるが･

政曳船こよる水掛 デが,彰位(～.境地の給水似げの85年をも占めてお{).その附まurJi'M45年

度で1位5,080万日であったロ木的 ま1低 8,qDO力円の水掛 デをみるものと推定されて1
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いるOとれる魚種は.カレイ,チヌ.アナゴ,クエ,エビ,Vヤコ,等多種多様であるが,近

年,般薬,工場排水による河口付近の汚染が著しく,産卵地が甥滅する等の被害によって,又

鑑曳による海底の荒廃によって魚族資源の著しい減少をきたしている｡その影寮はエビ･カニ

に大であり,V十コ.ママカリは大きな変動をみせていないo

小型底曳漁薬は年中行なわれるが,4-10月の木のケタと重しを椀の口につけて操業する

第2種手繰と.11-5月の金茶製のマンガをつけて.海底を偲乱して底魚をとる娼5樺手練

にわけられるo捗る魚種はかわりないが,魚が活動期にあるか否かということによって漁具を

蚊いわけているのである0

4-10に札 日番れから早朝にかけて撫炎し.11-5月には,早朝から夕方にかけて操

発するo出軌 帰港の時間は,潮の干満の差が大きく,干潮時には,在が干上ってしまうため

にかなり変節吻'1みられるo

庫曳痕声へ,漁具の購入について若干隻句れておくことにする｡漁的ま,戦前5軒あ った船大工

によって造 られていたh戦後,鮫大工は減り,10年位前からIil軒だけ残 って,年間10隼

一㌢後呼造しているにすぎない｡受注は寄島のものだけでなく,兵犀県側からもなされるQ4

5tの底曳船の建造TlTは,エソLyソを塔 慨せずに約70万円,これにエソiyン,碑具一式を加

えると150万円の資金を要する1耐用年数は税脚上からは8年にな っているが, 5年間位は

ほとんど修理することなく使用でき,修理をしながら使用すると14-15年間位の使用が可

辞であるo魚蘭は虫明 (日生の西)の埴山製綿から主として購入しており.,船につける金具と

か.イカリは広島県の柄 (トモ)から購入している｡

(4) さわ ら流 し漁兼

これは′J､型底曳菜者がサワラの錘れる5･-6月におこなうもので,建栂を剛 ､て漁獲する｡

禍の上鰍こ浮子をつけてのれん状に海中に建て,柵の底部が海底にとどく捜齢こ勅の流れに対

して直角に張り,サワラをそれにからませて漁礎するO網1枚の長さは20尋 (ヒロ) (1尋

=5尺)のものを50-占0枚つないで琉すが,人手は案外かからず2-5人で作策が可能で

あるO今Elではサワラの回遊が減少したので次軌こ表過してきているU

(5) 定 荘 鯛 碑 兼

定置即 ま′旭 でつは鍋といわれるものが24統あるが,海面埋立により演劇ま次第にせばめ

られつつあり,水氏沖の定置掛 ま外材輸入や埋立により蜂止されたOつぼ掛 ま主として寄島

(=郎点L)近辺に張られている｡三郎島の定毘鞠頼射 こついては ｢鳥の生活｣のところで述べ

られているので省略することにして･寄島漁協の定罷桶全射こついてみてみることにするoつ

-141-



ば網の漁業権は漁区を穀定して,漁協に入札を行ない,落札したものが1-2年間の漁業権を

もつ｡入札価格は不定であるが,もちろん長年の経験から漁のよく出来る所は高価で落札され

る｡よい所とわるい所とでは, 1万円と508円というような撞端なアンバランスを示す｡つ

ば網は小型を匿であるので作業人且は,禍をはる時に2-5人,通常は朝夕の網あげに1人を

要するのみであるG小型で経典があまりかからないので共有はみられず,そのほとんどが個人

経営であり,せいぜい本家 ･分家の協業といった所有形健を有する､入札に参加できるのは,

寄島漁協の組合員であるが,落札者が操業権利を途中で他町村の人に譲渡することもあるOそ

のかわI)寄島の定置柵共著が玉島街商や香川県の手島海面でつぼ網を張ることもあるとのこと

である｡獲れる魚は種々であるがママカリ,ツナV,力vrl,ボラ,tエビ.イカ等があげられ

よう｡

現在見られたくな ったが,寄島にはボラ柵.巾着裾があった〔ボラ桶はその名の通り,ボラ

の魚孝を,巾着網はイワシの魚椎を日的とするものであった｡ボラ絹の水餅 デの従業者配分は

細元が船内生活甥と梢分 (全体の4割)を差しひいたものを頭わりした街であ().巾着串e!の場

合は鴇がよくいたむので,水場全休t'))5 -6割と媒虫を差しひいたものを頭わりした額であっ

たo榊元は傭人のものは/少なく,大半が数人一一lr)人くらいで株をもって共FlT.i*車したo利益

は持ち殊の比率に応じて配分されたo

販売中箕は,漁業#.合が一括して行なっているや漁的碑の市場で, 4- 10月には操業が夕

溝から早朝のため朝 5-7時半の間に,11 ･5月には摸米が早朝から夕立‡のため午後 5時か

らせりが行なわれ,価格がきめられるoせりの時間に1度に全出漁船が帰港するのではなく,

出漁する船はクJによって帰港する僻事を決めておぎ,順番の早いものから帰港して漁軸物を

せt)仁かける｡この順番は輪番制になっており, 1日ずつずれていくようになっている凸

せt)には50人位の仲同人が参加すろ_,仲買人の敬にはほとんど変化はない｡仲田人の選定

には漁協が直接あたり,由低4.5万円から飽和15万円くらいの楓鋳金をとり,史に同業者の

t納 入をたてさせて,婚 みたおしによる栂書をこうむることのないようにしている 支払い紘

取弓は ごとに行なわれるのではなく,月に5日となっているoこの18日のr指_lfニー取り扱いの

大きい仲田業者の仕入れは150万円くらいに遥する=礁槌よI)魚を買入れた仲ILhl人は･史に

魚市場に集まってくる約100名の小克掛こ手数料をとって拡充しているO漁協の収入は･魚

の版元手数料より得ているBそれは,昭和44年5月以降,克上げの5分から占分に値上げさ

れた｡このことは,魚族資源の減少によって水掛 f額が停滞気味であるので.撫協の経営状唐

が次第に悪化してきていることを反映しているものと思われる0
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寄島地区海面における個人の漁業権は搬前においても存在せず.網元は入札によって地域

を限 って1-一2年間の漁業権を漁業組合よI)購入して操来したo昭和 21-22年の瀬其改

革により,国が漁業権証券 (国債)でもって一切の漁業権を買上げ,過去の実掛 こ応じて各

漁協へ撫僻で供与したOこの時政区調整委員会により旧浅口郡海面から小田郡海面に至る現

在の寄島の漁区が誕生した｡漁協は前述した魚の版元秘薬 (都市市場への~直接出荷は皆鯉)

の他,購Fa啓発として挽概 材の一括坊入.組合員が新造船を建造する場合の賢金の貸付け,

凍光技術の括弧 避難救済などの業務を行な･'ており,又,漁協は自営申輩として,モ■ガイ,

7カガイの貝頚痛を行なっており,現在年間8万按の水揚げがあるが,将来2D万封の水投

げを予定しているo又,昭和41年にノリの試作を行なって本年度から本格的な諾穂を開始

した｡

2 大 島

大島撫脇の洩区は寄島碑協の漁区の西側に隣接しており,長匪 ･正頭 ･宴目 ･由大島 ･馬

汗に 106名 (S44年度)の醸協組合巧を有するOその内,葵掛 こ漁業に従qiしているの

Fi約半野にあたる55名前後であるQ大鳥も市島同様現軒では親元的なものは全く存在せず,

すべて 1- 5tの小型の動力船,又は船外撫をとt)つけたノJ＼型船を所有し,家族労働にたよ.二

って自営している零細碑民である･,

大島の碑民が従印している灘繁は底曳漁穀,轟碗梱艶 藻貝,赤札 ノリ凍殖であるが,

容積叩華が始められてからまだ日が浅いQ串良において非常に盛んである底曳海業は,大島

に･islいて57名が権勢許可を受けているが.養析野菜の進展,晩発従中音の老令化等の理由

から実際秘策しているのは12-15名である｡

(1) 壷 梱 I,ll

壷鰍 ま桝型をしているので別名 ｢マスアミ｣ともいわれるが,この義絶締#-を行なう組

合別まマスアミ組を構成してその荘官にあたっているOマスアミ跡･ま22名の頻拍組合員

によっでfFi城されており, 1名2統ずつ,計44班の壷細の敷設椛を有している｡

大仁t･における遷網漁菜の開始期は,大正初年頃からというのが土地の漁強組合員の話で

ある1嘉納海卦 ま他の撫熱こ較べて,少額の資本でもって操光開始が可能であるからして,

その当初から例人経営の形哲をとっていたといわれるが, 1人が何統もの壷絢を鎌有して,

頑頻を独占的に使用したかどうかは明らかでない ､卿 寺中,又戦争値後は食粕増産の目的

を達成するために壷鍋敷設数の規制が解除された時には,1時的に急増をみたが,食塩郭

†ho-)凄和につれて･その数を減じ,現在の統数に落ちついたとのことである0
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現在では 22名というのが固定した数になっておD,新たにマスアミ組への加入を希望

しても欠点が夜hと加入が認められない｡欠且が生じた場合には,それまでに加入を申し

込んでhたものの中から選考して加入を認めたOこのようにして常に 22名という定丑を

維持し.自分連の権益の擁護をはかってきた.マス了ミ姐tiは各員 2款の登網敷設権を有

しているが.その 2紙はそれまでのその漁場における1番よい所と 1番惑い所.2希日に

よい所と2番目に惑い所という組合せにつくられた 22組の 1つであるが,このような組

合せを作ることによって漁場鳩の平均化を比,jAi).組長相互の結束を強めている｡この組

合せの 1つ を組員にわbあてるのくri,杏.毛.Lにあ.15エペスマソリの秋の時におこなわれ

る抽選によるC

盟網の盛漁期は,魚の移動の活発75:5, 8,7,8,9月であるが,上述のような漁協

の組合せ方をしているので.14紋の塩鵬かをLT戯盛期においてもみられるとは駈ら孜Lb

冬場には魚の括血が鈍く在るとともにぬ漣は紋少するので.壷絹故も鼠少するのが当然で

あ,-17)が,近年ノリの頚痛が盛んになるにつれて.重税とノリの呑殖の兼営が増加 し,その

好物自己分の出依上冬期の盛加数は大幅に減少し.現在わずか 10統くらいしか故意されて

おらず,しかもそれすら何日も放威されたせ7日こなることが多いと紬いた｡今後ノ1)の遥

魚がJikんになるにつれて,労働生産性の低い冬鵬の牽内戚は`ますます減少するであろう(:

塩網D 1日の 1統あたDの水虜げは,Eと湖と冬碑では大鵬な差があるが.平均すれば 2

- 5千日とのことでもi).大島漁協の東熊による年rE封水抜け紙/.i:1500- 2000万円

であ17.その 5'Aと船代金 T統あたb 1000円が痕他収入であるo舶代金がわずか1000

円と鼎.桝で安いのは,サワラ軌饗を目的とした耗軸 が.サワラの渡少によって漁協道営

D王TlB梅をマス7ミ組にとられて以来,iT幣価値の下請にも拘らず,以前 1統5000円

していた約代金が逆にわずか 1000円と.ただ画然にまで引き下げられてしまったo

(,i..戸内海全般にわたってみられることであるが,この大島の場合も寄島同様,埋立とか

=頚廃水符による海面汚濁の好感を受けておD.底地胤の滅少には鷲しいものがあるoマ

マ*.)など余17淀少してい孜い触比.キロ1DOu円もしたのが.現在 トロ箱 1杯 1O rJ
Fl]といf)ようfr安如くなって成井を割る-主でy⊂なっている現状からして･現在 2000万

p｣の水抜けをしているとはいえ.その先行き綻明るく7Tj:レュo

(2) >lL.I: 確

(イ) 凍且 ･亦月のむ稚

魚族式源柘./bKよる水盛げの減少に伴う漁也組合員の舌f3i打開策として近年盛んにな

ってきたむき好事某について現況をみてみる0
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J■

大島の萎稚事業は,それほど多額の資本と高度の技術を要したい見な穂と,近年各地

でとみに盛んになってきたノ1)頚靖とである0

月D碇確払 ノリ歩殖よDも1足早く始められたoまず昭和58年に塵碑が佃単でさ

ほど労働力を必要としない軒且, 45年よb赤見の隼婿が組合自営でもって始められたo

溌月の水揚げは 44年に約2000万円であったが.こD bも11が漁協収入として次年

度の雅兄購入軌 地殻蚊,その他漁協運営紫として使用されたので,漁協経理の改啓に

大きく役立ったo I-J

顔見の稚且は大島近辺では発生せず,又,その発生が海水温産等の自然条件によって

大きく作用され,供給先が不安定であるために.県水産課を通じて国内各地の穂且先生

状況を適確につかみ.出来るだけ安い准且の安定した供給をはかっているo稚月の主賓

な入手先は,島根県中軌 繰大株有明軌 韓和臥 且項であるo 梅見は 1C月末から5

月.までに漁協前の地先VC放たれ.盈 1u月末から5月頃まで水揚げされるL,

秘話用,高級料理用に供される赤見も諌只に加えて昏雅されるようl･'UZったO亦jlの

. 稚貝も報月同様他から移入しているOそしてそれも痴月同様自然発生的である1)で移入

報は一定していなVlo

廊只は径 5cm前後 であるが. 1年の育成でもって径 12- T3cnlの成月となb水

鎗されるQ放流は冬湖に行なわれ,里 12月1日に解禁とな_り.5月 51日まで水揚げ

されるOしかしながら冬期比神変も少なく.又,他･Z)頚稚地域にをLlても同時期に解禁

されるため.価格の低落を招く1-Dで,帝要が栂加する7,8.9月まで音凍して出荷さ

【 れる｡漣丸 赤見の成育には同山腺の治軽部では島崎,寄臥 神島.大身付近のダベと

呼ばれる泥賓の所が適しているが,何年も連続して同じ所に育成してt̂ると,月の成育

に必要卒着分の不足をきたし,成育が収納でなくなるので･転年場所をかえて養殖を行

なっているO

紬猿は労働力の不足と,自分適の恕汚したものを自分連のとbやすL̂方法でとってな

ぜ悪いという気持から,速反漁法である底曳船利用でもって海賀の海底をほDかこして′

とっているo この方法でとれば,潮の満ちてし唱時にも作薬できろし,又.非常に能輩も

よいが.逮反漁法であるために廉め監視船に検挙草れる事態も何度か起っている｡換月

は 10貫目1200円で,漁師披その 4割を受けとるが,上記の方転によれば.多い日

には2]Orr自任の水揚げが出来るので.酪#幾をさしひいても十分な労賃を得ることが

できるoこの且の雀殖とノリ准稚め進展によって畑作と兼業していた漁家が.収益の少

ない畑作をやめて.散薬峰業になったという希が開かれた0
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(｡) ノリ養殖

ノ))嶺靖は.寄島同様昨年度からやっと本格的に始められた｡したがってまだその端

緒についたばかbとレlうのが適当であるOノTJ背雅は冬朋の労鋤であるために労鋤条件

は厳しいが,関税に上る韓国ノリの輸入抑制培促に上ってかなb高収益を保障されてい

るので,今後大[封⊂かいてももっと拠んに在るものと予想される｡しかし,自由化とか.

他の漁虜も同案を綻々と脚始しているので生産過剰から価格の低落を布きやすい状啓を

招来するものと考えられる｡

ノ])漁場は,組合が共同漁港権を放林大畠エb取繕し,更に区画漁業権を取得して,

それを総合点で鶴成したノリアミ組に袋与して迷営されているO現在ノ))繋殖な行売っ

てレ､るのは40軒前後で.1軒がノリヒビ2口枚を.1枚当り51〕円の網代金を漁協に

支払って操菜Lている｡艶話とな一一たノ))は漁協が県漁連をiiluして入札にエb販売して

いるo

ノリは 10月中旬にノl)ヒビを入れ, 5月中旬まで収捜するが.暖冬tjCは茄負が1-&下

して,その収益に大きな彰率を及ぼす｡ したがってかなDの高収益が予想されるとはい

え.井戸,作業′J､IB.ノリ用の船外機付/｣､塾 qi1. 5諒伝馬船.ノリヒビ等の設備蚊が首

叡十万円かかることや.将来の市場の水場をかんがみると甥紺漁民にとって危険負担率

の.｣､さな投資モとはいい切れたいo

他に釣客h=lの観光軌泊が,4月中旬から11月初までの土岐.日馴こ(,i20幾ほどみ

られるが,これは軌細本来の仕事からはなれた漁のあLL,胤包みつけての副菜といった方

がよいC1

(森 田 孝 一)

d 塩 田

(1)塩田の移り変わり

.･i戸内海沿岸は降雨iJtが少なく,-また潮の十滴の差が大きいので娘塩射 こ通してレ､るた

め昔から盛んであるC芋I,La,町も天保年間から製塩菜が始められたが,昭和50年L7)生産様

式変化の頃から塩の供給が多過ぎるj-.うになったため.昭和54年全面的に庚止されたO

ここでは廃止されるまでの塩田の様式その他につLへてIZ)あらましを述べることにするO

まず,入浜式炎塩法につレ､て, この方法は満潮面より低く干潮面よbやや高レ､位-LEに泥

砂の平らな地盤をつくり.その上に細かい砂を轟き.水圧と毛管現象と日射一風75どの気

候安楽によb水分を･弟蒐させて収縮繊水を採b･さ.ら(JCそれを煮つめて塩にするというも
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のである｡図のように浜をどぼんの目のよ

うに区切って雑を堀 D ,ヽそれに淋水を耗し,

砂を描いてろ過するのであるo ここで用い 20～25
cnL

られる砂は坂出方面からとれる特殊な抄で

ある0秒を捕いたbかき集めたbする仕坊

は浜子 ･切夫と上ばれる労務者がしてし1たO

浜子とV>うのは塩田操作に従事している人

′ト粒の砂

断 面 図

の ことで.その中の上浜子は.同一塩戸労 . 図6- 1

虜者の代弁者で現場監督の極限を与えられてV>た.差浜子は次席上浜子のこと,容子 ･切

夫は仕番のある日だけでてくる人のこと｡茶仕とは海岸と釜屋との間の燃料 ･塩の運搬を

する人のことである｡浜子は∴朝から晩まで塩薬に従事し,月給制で雨天の日でも水をた

めないようにしたり外の櫨を早 く入れたりする仕事をしてhた｡切夫は雨の日比仕旦lはを

く ,彼ら壮日給制のTE.めそJj分だけ差し引かれたO浜は5等分して2- 5日変代でかわか

していた｡浜で 170--18Oの出水となったものは,次にます型のはこて煮つめて塩に

した｡これは昼夜2交代で行なわれたO釜焚きの甥任者を頭梁という〇重雄都する人の方

が上の地位で夜間のjjが下の地位である0両釜焚きに用いる石炭は塩 1℃につき1.5t程

度であった｡釜焚きは昭和 15年以鮒には各塩戸毒にしていたが,昭和 15年にはそれを

工場で行fTrうよう統一した｡その方法仕奈気利用式といって釜の中に蒸気を入れて悉つめ

るというものであるO城時中は燃料不慮のためj志が作れ72かったため癌 1升につき米 2升

という1師直があったoまた 18tの内0.5tは.自由塩として静められてV)たのでそれを従

兵点に庇った9,商人に売ったりしていたO戦争も激化してくると石炭が極度に不足し.

-まきを用レ､たがそれでも不足し,海水で禰{=ってt̂た人･もあった｡昭和 25年全国的Ije大

改革を行をう計T面がたてちれた｡それは今壕での入次式塩田から流下式塩田への移行であ

るO寄島施行は昭和50年で, 1侍円の改造費を必要としたO内dDDD万円は政府から,

残り4000万円は幾林中央金庫よL)倍ったのである｡

流下式塩tmJこよる採朗方法は約 1/120勾配をもつ塩田地盤上に 0.5mm大くらいの粒

砂を散和し.海水をこの斜面に流下させて約70- 80までこ鶴縮し,さらにこれを高さd

～ 9mの枝条架を沈下させて 17O-180の凝縮かん水にするのであるO この様式による

と以前の人浜式のように日射もあまb必妾でなくなD.風力にまつところが大になったの

で丑天でも作某ができ,笑声働日数は入浜式の 120- 150日か-ら270- 280日と

倍加し反当生産高も倍加し,労働力は以前のす-士ですむようになったoつま9人浜式で
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は 150人程産の労働者がいたが,流下式では 45人程匿であったoそのうちわけは浜が

15人程度,工場で 20人程度であるOなか釜たきにつV,ては昭和 29年玉島 ｡水島 ｡寄

島を枕-して水島で衷空式製塩を行なった｡流下式yUJ:ってからの寄島の製塩丑壮 1日平

均 50t, 1年間に b000t程度である｡TZを冬はモーターや.ささが凍るため史の生

産高の与程度であったo

当町の塩田は.海岸継に沿って帯状に二軒西に発展したO明治 17年被害後鞍興 して中新

緋 鹿田2ka1番- b巷までたったのが昭和 50年には. 15虜把まで増加 した○そ して昭

和 51年全塩田を統一 し.それを4区分したo当時の塩田所有者は下記の卯くであるo

( )内は.住所である｡

1 直 中新硝 日,5Aa

l 藤 井 一 義 (寄 島)

2 吉 本 正 己 (大 鳥)

5 光 枝 正 一 (仙 台)

4 阿 知 太 郎 (倉 .奴)

5 脱 出 寛 (I;pt,J･ 島)

b 原 田 浩 志 (宙 鳥)

2 Lt 由新 ぬ 5.5di･1

7 阿 去正 太 郎 (倉 奴)

8 ′ト 林 純 (岡 山)

9 田 中 広 太 (寄 島)

5 区 東 新 開 5.59Ja

lIl 赤 沢 哲 夫 (南 浦)

11 小 林 純 (岡 山)

i?_ 藤 井 束 (寄 島)

15 廉 沢 弘 郎 (六条院)

4 区 早 崎所 用 514kA

14 富 田 二 月 (番 塩)

15 東 沢 弘 郎 (六条院)

計 2占.07ta
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(2)廃止時の状況

昭和 50年 (1955)全国塩町に流下式の渓朗方式がとられるや全段の製塩高は急款

に上昇し.年間 150万tを超過する上うになったOその上にまだ残っていた入浜式採鮎

でも年制 50万七独 出したQ全国の必要塩丑は年間 100万 七といわれてし､るoTiた工業塙

に埠既に内地塩の半額の塩価が当時 200万tも輸入されていたから内地塩は･にわかに

生産過剰になったわけである｡加えて時代の進歩は.イオ/交換膜によって海水エb水分

を除き淑厚戯水をつくるまでに75:D,ついに全国の与の塩田が廃止されることになったo

当町も土地の排水のわるいところからしだいに廃止され,ついに昭和 54年 (1959)

11月 12日神島･玉島 ･水島と共に製塩に終止符が打たれたO

駿止時の塩莱成合長絞,原田億平氏である｡Ihdm老壮 15塩戸あわせて55人確定, 1

塩戸当り2-5人であったO年令としては25- 45オで.女子はいなか-･'た｡労他者は

大部分地元民で.釜焚きをする人の中に拙多少出稼ぎもいた｡

また寄島町の西半分では凝集と非業していた0品発との･,..憐 者には 5-.4反耕作している

^が多く.朝 1時佃壇田に行き,塵からまた塩田で乾すtiした｡労曲者J)月給性約 15.boo
I

-1占,000円であったO傷等傍喚性.国と麻がうけもっていた｡

(5)補償の経過

昭和 54年の簾田の醇の塩田所有者および労務者の補仇は国 (ヰ禿公社)がしたのであ

るが,痔にこれといったもめとともなく.比較的-スムースに行なわ,Tlた｡昭和 50取入浜

L 式から流下式鹿田にかわったとき.大且の失共著が出,tのであるが.彼らには 7万円程度

の退碗金が与えられたOそして水島の攻井へと移っていったo現在,水島で他の仕事に従

蔀している人が4- 5人いるO昭和 54年の熊田の顔の蟻田所有者T/E対する禰保綻, 1ん

'1 当 r)150万円支払われたoこの方は-a:ず双方共にたhして異存なく決まったらしい｡と

ころが労務者に対しては,最初の重来金蘭である40- 5□万円を大きく下硬わったので

多少の不満を生じたらしU･,oLかし組合の力も畏わかったので襲立ったもめ串はなかった

ようであるQ彼rr の退職金は,増築に従申した年数によって決まったOその計算の詳細
.I

は明確につかめなかっItが.例えば 2年 2カ月勧めた人には,月給の 1年 1カ月分が支払

われていたようである｡このように多い人で約 5D万円,少なL̂人で 7万円.平均して約

20万円であったらしい.ところで,廃止時に 4- 5人いた臨時層用人には退職金は全く

支払われなかったo

t4) 廃止後の状況

塩田廃止後は他に職を求めて住所を移転するものがかなbあったのではをいかと予想卓

二j= -149-
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れたが7実際はこれに反して住所の移転は,とくわずかにすぎ浸かった｡まず,塩田所有

者はもともと裕福た上に多額の保障金が入ったため,新しく商売を始める人がかなbL̂たO

-方･労働者の方は土建業,逓送薬に転戦したD.点薬を専英にした9.また返報金を

もとでに養親などを始めたo川崎魁臥 日本鉱菅など水島-働きに行く人もわずかながら

いたo生活状況に成してL̂えば,廃止前もその直後も大してかわDはなかったが.現在で

は･収入,'*倣条件その他のm]忙おいてかえって上もくなっているようすである｡

t5) 塩田のその後

短さ止塩山は海底をので桝地上b低Lへ-ため利桶度が少なく,現在は休舶地となっているC

とにかく約 2ulの埋め立てをし*J.ければ.利開できない状態であるO現在東田掛ま.延長

2km ,病棟 27万b,iの広大な土地であるが.町が総合グランド用地 (野球場等)に確

保している15800 〝tのほかは 12人の私有地である｡もっとも,昨年 44年末.県拘

発公社へ中規段企集のEf)地として月収されるR通しがついたのではあるが.55年原田後

10年間もそれを放成していたので土地公署と呼ばれるような問題が起っているOという

vjはこの嘘出跡は低地で排水が恵く,雨水のたまD心となるので雑草がおい茂D,蚊 (ユ

ス7)カ)の発生数と7iっているのである｡片本.大軸,早軌 甘佐地区の原田附近の住民

は ｢夕方になれば蚊が掛D上r)に如来してきて窓もあけられない｣と.町に普代を申し出

ているo町としてもLIJ'の発腹に膏賂zd;を及化すので放ってかけず.薬剤故袖をしたbして

いるが.1回の出場か 50万円もかか少.しかも1- 2回でまJh菜がないので地主に協力

を申し入れたが, 5人 (85000〝i)が町円に住んでいるだけで.他は倉敷 ･大坂7tどに

いて話し合いにも応じないため.町としても手がつけられないらしL̂｡蚊の発生を防ぐに

比塩田跡の干拓をする以外方法I.A:なしへらしいOところで前述のととく県紳免公社が,水島 ･

笠rB偶 臨海工兼地帯の下韓けや半製晶を叔耗的に仕上げる中規模団地として=菜用地を造

成する こと1lclFJ:った｡造成予定地は,早崎地区の廃止蛭田を含む さObOOOnlを44年11

月から買収を始め,45年早々から歩弟珊 tIblOr]万円で造成にかかiJ.4b年初め完成

をめざしているC 計画で壮用地内に暇 20mの産業道路をはしらせ.綴地をふんだんにと

3)入れた=果用地を造成することにしているoまた同=禁団地の南側に醗接する県営寄島

典薬干拓地T/C4入する高架川の水を途中で同干拓地rL分水するための分担金等.当初言十画

上り加薬銭が増加したこと.米作転搬孝が尚Xdと在ってきたとと等から近し鳩 来同干拓地

を虚集脚 Ihから=兼用地に変更する見通し比Jく,そうなれば,約 120万Tdの工業団地

とをD,I/K鼠 ･空将日南曲浦=兼地僻をささえる中型企逆の=共即 也ができることになるC

なお,寄島工業団地に仏画営笠岡糖干拓頚水車兼と合わせ,日渡 15UOOtの水が供給
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される｡また県･Ll;LT干拓地の東側臨海部,rL約 57万m'の広さで大型木材コンビナー トもでき

る予定であるOそれから塩田閉鎖で輩漁場となった流下式製垣崎の貯水そうで.現在では

ブール改造への計画がすすめられている｡

(a)その他の漁,jl喜補償問題

当町では.昔から瀬戸内棒を肺葉基地として底びさ鵬を主として使用してし1るのである

が,汰.T7,の造成.祇山の埋め立てたど海面が城D,漁場が不足してきたoLかも臨癌工兵

肋音のでL-きるところは河口でF)つて,雁魚の発生地に好条件のところなので次第に魚も減

ってきたのであるOこのような熟考･Lの淡少に件なう漁嘘高の洪少に対する細qi'を消滅袖偵

というが,これliC的しては,海面壇め立ての膜企業主が補助金を出しておb.腺も倉淑市

も准tt:'托していたhoまた公啓といえば水島に石油茶ができて以来,そLD汚染された排水

で抽具し1魚となったことである｡櫛忙つなし,Lへな,せLn,ちぬ.はね等の上う夜魚姓,

紬臭くて粂べられぬ程であるOかよそ熟睡鳥の半数が破賓をうけているotEb臭Lハ魚は.人

間rJ食軸とはならないので県 ｡倉･叔市 B金満が金を出しあって,それらの魚うべてを市価31

7割程匿の金偲七式いとD,飼料にしている｡従って油臭い魚がとれても漁民はたいして

L:tjって拭いたいので,特に大き夜間毎削土かこってはい巧 い ｣うではあるが,東逝水島水産
I

協会が,｢水畠南東の漁業樽見い上げ等を含めた早急な異臭魚の抜本的解決を図るO｣ と
1-Ll:い上げを中止する方針をうちたしたJjで.線素者の強い景い上け継続の要許がおきてい

･''oこのように公害に上ってかこる彰感に対する触感を彪替槍醇といってtハるが,これ(.i

約 10年程前から補仇されてお9,.今まで全鯖で 17000-ltm OOTJ円程度支払われてい

/Do

( 緬 本 玲 子 )

7 民 家

1 民家研究の意義

古い民家は 1･C年で約半分に戚

端境的に,演能的に耐久年限に逮

1
7.J
勺
一
..‖
)

といわれているo これは長い陳用年月を経るうちに.

て建てかえられるのであるOまた近代化,経済TIL長の

波をかぶって- 鮒 の産- 遊ぶ変化･日常生活の･,;化が聖 慨 をそのま･まで紘住め

なくしてしまったとt,1える｡

民家研究の億哉･それは庶民の生清の歴史をその中に知ることが可能ということだろうo

民家は自然環境･庭史的背骨とみごと把調和して種てられている.東北地方の曲Ip家にし

ても･岐射 1-日川村の合畢造机こしてもみなそうである｡また民家e)建築の一部の,たと
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えば柱と梁の組み方.I.Iと壁との美しい嗣和とか-それら什作為的でないだけに_人の心を

強く打つ要素を数多く含んでいるO民家の形は生活の発展,階層に応じて変化する｡それ

とともに,生活は住宅に上って規制されるo昔の官の形を聯 することに上ってそD生活

をかたD,はっきり知ることができる｡そこで庶民の日常生活を知るためLR:.民家の爾丑

は欠くことのできたい卓がらであるC

2 寄島地方の民家 (続演)

寄島町は半裁草魚D地域として特色づけられるぐすな:わち早崎付近を境として東部例は

写7-1 西安倉の適地

鞍rf.西部,北部側比鹿村地域に大別され

るO西側の漁村躯清は西 ｡中｡東安倉は道

路の両側.特に山側にUっLbと家が密集

･_ているCその家々をメイン道路.あるIJl

推港を簸ぶ通路は佑 1m内外でところに よ

っては下水道Lf)役割もしているような典型

的な鮒 の銑海形頓を示していろoこID漁

異性現在t.,i:ち-i少振わたし1か,ほとんど二

輪指,桝元の家の義挙さfrとから盛時のあ

りさまがyT-塊と拝んでくるO

-方北 ･西部の山根 ｡尾髄 ･片本などの

軌感丘姓村地区であD.部敵ことに家は集

まって紘いるが,安食地区ほどではなく建

てられてレ､るo

しかし,これ らの鹿家は平地が少ないた

め.各戸3)耕地も少女 く2～ 57-JL,ほど

で,ほとんどの史家が氷菓形態をとってい

るe
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写7-2 漁家の正面

5 漁 家

ここで鰍家,それももっとも特徴的な網元の家をと恒 うげてみることにする｡

写7-5 敵兵をtdく枚

等J=1-A7-21je示すのは簡安倉の晦の正面に位匪する元締元であったT氏宅てある｡次に

この家の間取9図をあげるが舶元の家だけちって,普通の漁家にみられる′ト致liil収Dと異
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凍って部屋数も多く.中庭まで付レヽているo現在結納元はやめて雑甥店になって,家の前

面の方はだいぶ改装されている｡ しかし家の人の話によると,当時拭正面左側は 1O登壮

板iylz:なってL̂てここに網などの漁具をtrlく物鮎であったoそして 1間の土間をへだてて

右側は家族の住む母屋に72っていた｡この母屋は六間取Dで二問もあったO次に目立つの

は常過の漁家にはみられない中庭.倉があるO中庭は凌かなかこったもので松 ･飛び石な

どを配してレ､る○倉絞 4坪あか一倍は米倉.二階は鵜の置き功となっていたOとの米は遠

く広厨灘の柄D方から船を仕立てて迎んで来ていたというo中庭の奥む家屋は二階建てと

なっておLり.左側は約の磯城,右側の大盤 ｡八姓の紬ま一階.二時とも漁渡糊のやとった

漁師の泊る問で 2-50人が渡泊i)してhたという｡倉の北西部寄りに大釜があD.ここ

でしぶを焚いて鏑を勃くしたというC

同じ西安倉のM氏宅もかってはあ元%･していた家であるがその'#星配蜜は T氏宅によく

似ており等夷 7- 5に示すように漁具を濃 く棟,写鼻 7- 4に示すようにbっばを門を持

っているところに特色をもたせてLlるo

写7-4 網元の家の門

これら縮元は盛時には 1dほどあD.人を風い,船団を組み速く東シナ海まで漁に出た

iJ･しぼb網でたレ僻 を行ったbしてVlたが,漁薬の近代化.零細漁民の自立化,あるい

は脱漁によって現在では存在していないoしかし,これらの細元の家性盛んなころを思わ

せる間取Ll.家屋を残しておD.当時の生活ぶDが想像できる0
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安倉地区の漁家は一部を除きほとんどの家の向きは海の方を向いている.これ仕漁業と

の関連からてあろう｡

ij7-5 -Fの川の神様

5 漁 家

このあたDの虚家は一銭に古いもQ,)比なく.L+いせい 100年ほど前に建てられた民家

が古い方にはし､る｡こ.･lLは潮風かう火L,､という自然条件や耕地が 2反あま如D等細良家がほ

とんどである7･⊂め,家の耐久年荻か短いとレ､)ことフi･どのためでは夜いかと思われるo

これらの家が一ヶ所にかたまって典請を形成してレ､るの比,飲料水との関係からで(･iな

いかと推定されるo
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というのはこの付近の鹿家比.海抜 5- 15mのところに位怒するのに.井戸托最低 25

mも掘らなければ水が出をL.1のセある｡

寄島町の盛家D間取i)a,代表的なものとしてY氏宅の間取鋸司を揚げるがこれを見て

明らかなように典型的な四Rr'l撤Dであるoそして座故にはとこを取 b付けて神様が杷られ

ている｡下の間の上方にはい7tb様,トシ神様,琴平様,荒神様などが杷られてしつる (写

央 7-5)｡ これらにつし--ては男煩 で詳述さjlLているので,ここでは省 くことにする.古

Ln民家には下のlh'jiてはしごがつるされてhて.鮎根港の物置に通している｡ここに托平生

使われていなL̂家具,食指頻がしまわれてLへる.,そして下の間から煙波にかけての天井衣

にヤマトと呼ばれる士を此LnてあるOこilは地相によってスシ.ノラスッなどと呼ばれて

いるが,火災の件,それより下部のもrL)の焼LIi告ド机ハたり.強風のときの嬢の安産の役割

をしたD.また物思としても使用されで.,l九o

これらの古レゝ鹿家 も次筋に改築,新轟されて虫を潤しつつ:ド,A,その数(I:t鋭少 しつつあ

る0

8 崇 崖

1 概 説

止血 ｡小鳥リここノ浜｡茨城一矧ニトや舶半政の村であ9,恥菜一本で生計を営んでいる

謀は全くみられ夜いO との地域比山が軸組 のすぐ如く-までせまってL̂る為.ほとんどの

民家は海抜 10m以下lj所に立地 してレ､るが.上限は癖抜 50- 70mあたj川こ求められ

る｡低地に建てられた家屋)/.i帝からの瓜や波vT)彪饗を少しでも少なくするため.主魔性そ

の故地内で巌大隈北に軒っているQ特別に防風林と称されるようをものは見当らなL̂が.

かん木を植えているところはあるOこれらの木化台風時には汝をかぶD ,枯れるために.

比較的培分に強いバベの木が稚えられてLへるo又.わらやささを希で組んで,垣をつ くiJ

jilLをエけてし､るところも見られたO (写養81 1参照)

人々は.ここI.,C住み弟しへた当初は.岳し1場所に任后をかまえ,井戸だけは海岸近くの低

地に堀D,下から水を越卸してし､たOそれらの人々紘自給的別 田.f'F:E3業を迎盤として生計

を営み現在に至ってレヽるO

このあた机ま,二階堂 ･黒住 ｡城野という姓が多IJrlo二階堂家は.鎌倉時代に細川家の

ハ′- -叫 つ守の配,Ti八三郎が;lH･佐山(i)城主として典子1/C来.それが分家 したものであb･

無住家 ｡浅軒家は江戸中舶南方の島 (瀬戸内帝の島々?)からやって来たと言われてLJ'る

が.はっきbLたことはわからない0
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上述の如く.この地域は良薬を基盤として発足したところである｡よってそこに立地す

る民家は虚家としての家屋形態を有しているOこれから述べていく中で,それらの特色を

見出してみたい0

2 屋 根

ここで見られる屋根の形は入母屋式が大部分である｡所によって比,寄枝道bが点在す

るが.切頚壮皆無といってよいであろうo

盤根には瓦ぶさとわらぶさがあ9,その中でも本瓦ぶさと普通の瓦ぶき屋根とに分けら

れる｡わらぷき尾横は 10- 15年に 1回ぐらいの割合でふきかえが必要であD,450O

H余Dのわらと, 4- 5日の日数と10万円程鹿の敢用 (現在のお金で)を必要とする｡

ふきかえには屋根屋を依頼するOわらぶさを終えた時.hわゆる ｢茸きおろしtとか ｢珠

きあげJと呼ばれるエう7=自家での祝いをどとしハうようたものは.この地域ではみられな

いようであるO(写真8-2,8--5参照)

写 8- I

l′

rZ. :
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写8-2 わらぶき)垣根

写8-5 内側から見たわらぶき屋収

わらぶき藍根性,夏涼しく.冬暖かいという出所i･持ってLnるが,ふきかえi･必背とす

るため,現在では.ほとんど姿を哨している｡

又 .座板の上に仕換気の子IRL目を果たす煙出しが取bつけられていたが,いろLl,くどを

どの挺用廃止とともに消滅し.残っているものBj:わずかITある｡ (写束 8- 4参照)
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II r- 1

写 8-4 煙 出 し

5 間牧Dとその内部

蘭取Dには.尉'u'j辿,並列型.匹I帆塾.拠周型の変形をどがあるが.ここでは.四間塾

聞取りが一般的であLJ,しかもそれは,田D字型の整形聞取iJであるC,その四1号JJは一般的

には趣致 o下の雨 ｡納戸｡台所と呼ばれている｡そして塵奴は客の応持切所として,ある

lハは喪墓として使われ.又,納戸は昔はお産をする4,}所として使われてVlたが.現在では

これが滋壷として陳用されている｡そして,台所と土山との闇には.梅子とかふすまとか

t̂ったたぐいの建具が使われてないのが敏速である｡座奴 ｡下の描1の上には屋根轟部島と

ても約 ･べ毒物僚機が作られて脊iJ,普段使用しなh道具とか,古くなったタンス額を徹

し1ている｡これは田の手製に配置されたL3つの部屋を母大擬に利用するためVC:作られた一

座の物磨き部屋と考えて上hであろう｡天井からつるされたはしごが階段としての役割を

-TTをたし,そこへ通じる手鼻となっているo (阜寅 t3- 5参照)

土周ljtktたLlてい5尺x l.5田jのネズさイラズと称される物(1itHかあiJ,ここに米やまや

普段便用してLJlない食器などを収納 してLnる｡ネズミイラズの代用に戸棚が使用されてい

るところもみられるC又.下の雌から土1:i:iに出た 1.5尺在のゆかの下に米のモミガラを入

れて,その中へサツマイモを入れて保存するとLハ'j方法をとっているところもあるO座敷

IP:紘.天冊大御神が蝕放下の閲には琴平様,いたb棟,トシ神様.えびす様.荒神横がま
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写8-6 台所に設けられた仏屯

っられている｡荒神様

は廟の神様で.中の神

様ともされているO又′

火の神様として,台所

に土公神がせつられて

Lハるo

この他1)ではこれを,

オ ドックウサマとかロ

ックウサマとか ･ン名

で呼んでいる｡

仏磯は座数の床の滴

のとなbとか,台所(･'(

設けられてhる｡

(写輿奮凧 8- a)

クドはカマドとも呼ば

れ.いう-までもなく炊

弟のためvZ)もので.主

として釜をかけて坂を

;LhJたb蒸したbするも

のであるClこJ_)地方で

は江戸時代紘桝,すで

(/Cイロリe)75:かった地

域であり,クドのみが炊れ唱の火所であっ7tc古くは泥ク ド･石クド･雄クドn ツクネタ

ト､などと称される泥土と石とで,%かれた塵/JPrが'il)るが.多く卜[,レンガで(/Fられたレン

ガクトが士蘭のLJj-し!/Cすえられていたo

飲料水は当初は大水Q)みVL頼っていlcが,しだし1に,I,-iiり井FT;に′i'1-1るエ()Iになってき/Jco

ILF'i佐山からおりてくる,*はかをb懲宙であったらしレ､Oその後,I.樺戸比底地に触らJL,衣

trt遠方から迎殺されねばならなかった｡水汲みを担当するのは主として若煤であり.坂迫

を桶で飲料水 ･洗い水 レ触呂水などを一切粗いだo坂祝は-,ij戸か共同で使用する;柑ul井戸

であったが,現在てはほとんどの家が胤 .̂井戸を所有しているo癖岸近くの低地でJ,･ia-

7m凝れば水か縛られ,不足した少.かれたりするのは年 1- 2回であD,それも毎年そ
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うだというのではなく..塩分も含まれてなく,きれrj,夜水が得られる｡現在もそこに住む

人々は井戸のみに頼って生活してL̂るO.tって弘落綻水を求めて立地 したというよりも.

耕地を求めて立地し,あとから水を.求めるという形で現在に至ったと考えることができよ

う0

4 付 良 禽

付属食として.まず納崖があげられるo納畠はそD轍能からlハって.姐 靴屋と作業納

屋とに分けられるo物監納屋は元束物㍊きてもって.作兼(r.t行わないものである｡薪をつ

めておくJ)か主体でもるが.土日･1の半分ぐらしへl･'Cゆかを張って穀物を収納し,倉代わりD

役割をしてし､るものと.全くゆかは-なく.薪と縫物をLLIくもr.'Dとがある｡木′ト産米か代わ

i)東経屋となってレ､るものである｡作凝細身は三屋の士榊が物ELiさとして使用さ11.,収物

を頼んでみLlたi).クド･水瓶｡岱物などをJレ､て作業fBにはされなかった地域に-(fl亡す

ろC,磁剛腕にLri肥料その他を仁王いたことはいう盲でもなt̂｡この地方での納屋比物思納屋

でめb｢ナヤ｣とか ｢ナカヤ｣と呼ばれているoナカヤは ｢ナガヤ+牛舎Fというふうに
2区画か. ｢ナか十+牛J:=+hiEれ座京｣の SLi姪からなってレーる.主崖とは別棟で納鎚D

一一一区画に一室己は産を作b.これを ｢右夫婦のbE里｣とか ｢′基山リ托してレーるものを般れ蓮
如という｡｢盛れ座叔｣が隠居崖に唆われてレ､ろこ(Lも,i-FEくない｡jf･庖托たいていの3'j

令,主屋に向かって右側に位近し,左側には1･.が存在する｡方向から'̂えば.北西方向で

あっ.主liiの日あたDの邪魔にならない位比でもi),防風の役割も果たすo倉I.I+̂土成とも

いうC)惇LJl土壁にかかわれ,防火が一一番大きな3的であるが,岸Ff】物'L.の発達した形でも

i,る｡牌下には箱型の トピッを作って恕物を入れるo又貯米器とか･俵･机などで収納L,
二階へは什器類その他-:R財道具 o長持 ｡普段薪以外の衣演などをしまっておくC滋倉と衣

装 .家財遺見入れi･凍れているものである｡千を所有 していたのは上層の者で.｢殻的K

LCl明治以後に建てられたものが多ho｢定紋_!｢ 舞 ｣などを浮き彫i)Kして練起をか

つぐことも多lハo

弧呂は入口脇に存在しているOここでは現在細雪とんどが乳呂全体が跳鉄拳注に売ってい

る鉄風呂にかわっているが.それ以前は木桶の五右輔門風呂が使用されてし1たO扶胤呂が

甘及しはじめたの(rl,だいたい大正中期頃からであるo軌呂が入口脇ljC位侵してレ､るのは

南面して目 脂 )tJrLよくあたる位性であり,下鰯,!た吐壁をi･tliして桶が適当に乾探し･棚

の腐蝕を防ぐためであったらLho

父,′Hか舶 大悦所とちがい度々,用を足す ものであるから･捷利のよい位鮎をえらん

で造られているo古レ鳩 の形式としてtri柵であb･これを土中にそのまま埋めている0
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血作業の創JLflにそのまま用を足すため,入口に近い入口脇の土尚に設けられているものが

多ho王威の鮒虚に続hて作られた′ト便所は一般に客用としてつくられ'普通は士蛸につ

くられたそれを使用していたO現在で紘戯存 してV,ても.ほとんど使用されていない○こ

のような場所につくられたのは, 1つには,桝地までクゴに汲み取如堅搬するにも便利で

,,bるとレ､う旭.由もあるようだ｡この地方では.一般民家で主産をはじめ,和良 ｡土蔵7kど

の付F.辿集を土薪でもって島牧を囲っているのがみられるO前述のとおり主屋紘南面 し･

lLfE1-に門をたて向って右手 (東側)に納屋,北西に倉,前庭の半分を産直にするという家

屋配闘 ミ多L̂Oこれ-を土昇進 T)とhtn,土塀のことを築地とも呼んでL,､るO前庭とQ:L ナ

+･ニワとも呼ばれ.粗 ｡麦 ･その他雑感を干す場所として使用されるo前庭を広くとbた

vlたわに建物をできるだけ後-つけ.背戸をあけないように感てるo主尾の土間を作業場

に使う喝合でも前座でも作穀を行ない,干 し場として,又作菜場として砿賓をものであっ

たO土塀は屋故全体を鴎うものは比軟的少なく,正面と西側を土塀でかこL̂.東側は納屋

-jh,北西方向姓土成が窮の役割Ik果たす上うにしているO

9 為の社会 ■一l

(1)概 要

香魚は宙ぶ.u町の碑約 1血 の海上に浮かぶ′J鳩 である｡由の社会という大きを研究対象を

収9枚うにつき.まずアンケー トにより島の概賓をとらえた上で,その中にみられるこの

品の社会として独特な現象を研究テ-マとして追求 してtJlくという方法を用いたo

共同体的社会とそれを基盤として成少立っている定位舶漁兵権の所有関係 - がこの

島にみられる特異な現象であ9.研究テーマとした項目であるo主題にVlたる前段階とし

て,せず島にかける生活の大要を見た上で,それを基蕗として成♪立っている社会にアプ
I

ローチしてみたしへと思うo

鵜の現在戸数は 56戸 ･48世帯 (844･5･2現在)で男99人 .女 119人 .計

218人 (住民台帳.8 44･12･1現在)が居住 しているO

-アンケート調査戸数 55戸 (全調査数 Sb戸中不在戸数5戸)にみられる職業は,漁業

のみ 1･漁井 ｡姓薬の架発 2ら･姓凍のみ 2｡会社員 2 (うち1は虚業との栄典) ･その

他 2となっているo

費 8- 1 職 業 別 戸 数 (単 位 戸 )

触発 のみ 漁 .鹿 部 巣 L'.i凍 のみ 会 社 員 そ の 他 計



この結果にも見られるように島は典型的な半農半漁の漁村である.

(2) 漁 業

鳥の漁業は昔からます網 ･坪柄といわれる定腔鵬が主である｡しか しながら定膚網の箇

所比限られて卦D.現在.鳥の所有するそれは21ヶ所 (内 18ヶ所が島内民によって所

有されている)であるOしたがって権利を有しないものもててくるわけで他の網が必要に

なってくるo島にみらfLる他の的で多いもの比立て約 ･うたせ絢 (こぎ舶)であり,その

他托し約 (1軒のみ)や若干の冬季見取L)かある｡立て輪 ･こぎ縞はそれ独自でやるばか

17でなく.定蔵浦との組み合わせ.また,立て鮎とこぎ編との組み合わせによっても行な

われるo

珊'.招(-1すれ)性一年中やれる,ii･jであD.とれる魚種仕さ7tざまである｡定性純は魚が

,:Jqにかかるのをまってとるという消櫨的な漁法であL).一見人手を馨しない楽な方法だと

思われるが,その実,網にごみやこけがつくと.それを排除しなければ凍らないし,カキ

が鮎につきたすと一週間に-座位仕引き上げて干さ攻ければならず.案外手間のかかるも

のである○また,薮だと朝夕ニ鮭 ｡冬は朝一旋転にかかった漁を回収Lに行かなければ衣

らず.純-i･はっている胤中.人手を壌することに在るoしたがって, 魚廼丑 が渡 る冬

rL75ると出席ぎによる人手不足ともかさなって.A'4をあげてしまう家が多ho

立て加も一年中やれる舶であるが,監事が盛んである｡すべて個人単位でやってか17.

上水島｡央鍋島･大島沖帯E]帰Dできる範囲を弧壕としている｡

こぎ絹は底引き朗でえび ｡しゃこをとるための和であD.操秦期間は 11月 1日から3

月51日までと限られている｡

島での政美は鮎元も夜く.昔から個人単位の経営として成D立っているotた.本土と

の従属関係もなく,鳥比まったく独自をものとして存在しているoただし,漁菜は漁協組

合長でなければやれないことから,脊払町軌条払同組合には加盟している.漁協技一株五

万円の株式粗放になって卦b,組合員は胤姦一味の軟式-&･保有しなければならか へことに

なっている｡また,それと比別に.坪桐をやるもの比短所金,立て絹をやるもの比入会海

の許可をもらうための許可銭を組合に納入しなければならない0

本士沿岸は干潮時船が梓に着くことができす.虚の出入りに時間的制限を受けるのl/C対

して,島において紘そのよう兼ことはなく.また.嬢近の公害による臭い魚がとれたD.

干拓による#.薬溌源の搬少がかこる前は水見破の味のよい魚がとれ,他所でとれる魚エD

も耐底で禿具されるということもあって.曲での漁業はかf3:9裕福であったC 島と本土と

を結ぶ道ができる以前.不便な生活を強いられていたにもかかわらず,島を成れず,一度

-1dd -



本土へ渡って漁業を営んでいた人も再び鳥-帰って漁集を行なっていることたど.島での

漁某の有利さを示すものかもしれないo

続における1,1-1の所有数は 5避 l戸･2健 15戸91破 15戸｡所有し在いものb戸 (8

44｡12｡14硯在 天楓給は除く)とたっている｡船は道がつく前は交通機関として必-nJJ;-

品であって.海業をせんでhない譲も.uji有していたo最近道がついてからは不用とたD,

売却した家がかなbある｡ ,

(5)痩 菜

廟,こおける盈某はすべて畑作であるo

JfR在の耕作状況をみてみると,まったく土地をもっていかハ家 2戸 ･土地吐もっている

が併作していない家2戸･掛作L,てしつる家 29戸となってレ､るC,FJr有面横は 2畝から5反

Iiでで, 192反所有Q)家が草,TLro

現在の栽培作物は次のようである0 .. _

東 8-2 (単位戸)

i"除 虫菊 み かん 野 菜(自家用) Lo も裸麦奄億p菊
荘 : 1軒C 2つ以上の作物を栽廃している場合があるので計は 55戸

をこえるC) .
昔は裸麦とさつまいもの二毛作 ｡晩中菊の栽培が主であった｡裸安は 10年余前ノミンコ

ック巾Eilが出硯し,英田が次第にあ-+3:れ:空くTrる忙つれてその作付も娘D,哀過していった｡

老人の暇仕事として命脈を保ってきたが,現在では食料用 ･肥料用に作られるのみにな

った()ill-･田の盛んだった頃は英田を編むのはもっぱら女の仕封で,夏,浜に出て共田を摘
んでいたとh うが.1U年余Dの閲の衰退は著しいものである｡

徐中浦の場合も多少の豪過をしているが裸麦ほど著しく-1く,現在でもかをり作られて

レ､るようであるo

これらの作物の謹過と相まってあらわれてくるものがみかん ･電燈菊等の新 しい作物で

.'ちi).みかん-の転換比そのうちでも目立ったものであるO

みかんの作付壮iBの中で最も早い家で 10年位前からと言ってかb,ちょうど裸麦の衰

退が始まる時期に比定される○この象7)場合出荷は 5｡4年位前からということであるo

島全体としてみたみかん-の転換IdHiだ安定した状淫にはなく,昨年から植え付けた'̂と

1ハう家もあれば,前述の上うに 10年に及ぶという家もあD,また. 100本以上 (5反)
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という家から自給用にほんの 1･2本という家もあるという状態であるC,しかし.将来出

荷するつもりで植え付けたという家が多かったのは車乗であD.将来は裸麦の衰退に変わ

って商品作物としての地位を確立していくものと思われる｡みかんの作付は現在のところ

試作lJ段臓といったところであ9,転換-の過渡期であろう｡

島にかける鮒也は島に71gってきたものが漸次開塾していくほつれて拡張されていったっ

したがって娘初は少数の士地所,-打者と非土地所有者の存在する地主 ･小作人形態をとって

しへたが.その後地主から′ト作人への土地克b度しを通じて.耕作地は平均的に保有される

.1#った｡本家 ｡分家関係に躯づ く共同体的色彩の強いとの社会では,そういう動きにもあ

まb抵抗を示さなか1たようである｡

島の耕地はよくこなれており.水持ちもよく生産性は高レ､o現在荒れ地の目立つこの良

も昔は-分のすさも在Vlほどに耕されておtb,1品外の人も耕作に来ていたそうである｡現

在も島('Cは若干島外の人の耕作地が存在しているC

雨の少ない地域であるが水は昔からすべて天水把たよってか9,時には干魅の害をうけ

たこともあったとhう｡現在畠の耕地にはドラー'･カンがE]立つが.みかんi･作3)始めてか

らその消Ij8液を作るための雨水をためるために吸いているそうであるO-週間から10日

かきに消巷の必妾があるDで,雨水だけで比十分でたく,良の両側に井戸を掘りそれから

ノくイブによって水を耕地まで上げているo井JJは 1つであるが.公共的なものでたれが使

ってもよいことに怒っているC現在iF.1.左葉川の水を利用して島に水道をひく計画がなされて

いるが.それが実現すれば消-*液用の水もそれからひくという契約がすでに女されている

ということで.ある.みかんの商品作物化に向かっている島の亜美にとっては明るい見通 し

であるO

(4) 生 活

島か完全な離島として存在していた当時,良の生情はどのように営まれていたであろう

かo

島の老人の話によると.肥えた畑地を持ち,近くに良質の魚のとれる絶域をひかえた鳥

の生活は比収的豊かな方で,本土に比L.て勝るとも劣らぬという状態であったそうだoそ

のことは瓦屋根の大きTr家の並んだ出の家並Jl-みてもわかるし,また･本土との道の軌 亀

を契機に家の新築 ｡改築が相ついたということからみてもレ､えるだろう｡

島には田がないから米比すべて本土に依存していたが.畑に(･i豆如 ･いもがよく生育し

食生活に割烹ど軸乏i･みることもなかったとし･,うO飲料水は現在も地下水を利用してかD･

敦でも生活に必要fr丑だけは確保できるということである0
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このような触島としての鹿の生痛に転機をもたらしたエポックは2つあるo

lつは昭和 27年2月屯曳線がはじめてひかれた時である｡数年後には島に 1つだけ電

話がとDつけら ,閉された社会から一歩脱皮したわけであるo電話のと9つけと同時に

屯話のかかれた家が乾物屋灘駄菓子屋を営み,島にかける商店の第-号となったC現在畠

にある商店は乾物屋非駄薬子屋 ｡たばこ屋 ･酒屋各 1軒｡曹r5軒であるohずれも専業で

t･iなく,曲集あるいは曲集との光井になっているoLかしそがら.商店の存在は島の人に

とってはそれほど大きな意味をもたず,商店ができてからも日用品 ･食料品の大半は本土

に依存しておD.晶の商店は急場しのぎのためにあるといった状態であったo

第2のエポックは昭和44年5月の本土と島を結ぶ恵の開通であるOこれによb離島で

あった鳥は本土の半島部的存在と在った｡

それ以前は舟あるいは 5年位前から紘干潮時にあらわれる州が歩行可能となD.それを

利用して本土に渡っていた｡子供達は舟を交通散開としていた時代には学校舟を自分達で

こいで通草してか9,また.州が利用できるよう笹なってからも.海自45分うつ連れて

Lハく干潮時にあわせての不便漁地学を輝いられていた｡主婦も独力で舟をこいで本土へ渡

るということは不可能だったので,本土t.C渡る船がある時それに便乗するというきわめて

梢掛l勺を方法を取らざるをえなかった｡したがって,日用品 ･食料品Lri毎日買いに行くと

いうわけにはいかず,出たついでに見いためをしておくといった具合であb .買いおきが

なくなると偽の商店を利用したり.あbあわせのもので間にあわせたiJLで急額をLDh

だということである〇 一

適が開通してからは本土に渡るの忙政利に夜9,時間も短縮されたので.日用品｡食料

品の巽い物に日に1回壮本土に渡っていくとt̂うことである｡また,子供の通学時間も-

l･定し･.通草に伴っていた危険も解除された｡さらに道の開通が原材料の迎搬を容易忙し,

職人の送り迎えを不賓にしたことから蒙の新兵 ･改築が相ついだ｡

現在島を本土との陸つづさにする工番が進んでいる｡埋めたてられた土地は姓地になる

IAI',定であれ 島民に優先的に禿b舵されることに浸っている｡

F1%と本土との縫合旺島の生椿に大きな変化をもたらすであろうO今t島はその変化へ向

かって窮一歩を蹄み出したばかDであD.今後の進展は注目に値すべ き ものであろうO

島の購宛師をみてみると,日用品 ｡食料品を初め.買い物はほとんど宥梅町で済まそ う

とする傾向があるQ道の完成後はほとんどの主婦が日に 1度は寄島町-深い物に出かけて

いるo寄島町で間に合わT=hものの柵入先は笠岡である.笠岡につhで福山が若干あった

したがって,笠岡 ･福山に出かけていく回教は人に上ってまちまちである.ただし.直接
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購売の目的ではTrいが,笠岡のダイセンサーに月に Ll塵は必ず参D.そのついてに深い物

をするという人が数人あったOその他玉野 ･紬 ･岡山へは購充の目的で出かけるという

ことはほとんどなく.むしろ行楽 ･その′旭の用中 嶋 庁-いく時)で行くのが主である｡

写 9-5 道路によ･,,て山塊 された本土と三.rnEl,,

(5)定置網漁業権と共同体的社会

寄島は本家分家関係を並礎とした同族家族的社会である｡共lL-1体的色彩結きわめて強く

それは旧来から島の出吉を支えてきた定催細漁業権の所有に明確にあらわれている｡

このような一個の島を脚立とした共同体的社会はどのように形成され展開してきたのかO

また,島の生活をささえてきた定位桶取獅 とれどのように結びつき,それに規制されて

いるのか｡本項にかいでは半旗とし1E)孤立した吐合にみられるこれ らの諸岡短を取D上げ

てみたいと思うo

a 近位舶漁業梅

坪網 ･すす網とよばれる定温純は良に住民が渡って来た当初から島における主賓収入

源であった｡定献納は名のことく場所が定められて移動することのできない,また,そ
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の数を勝手にふやすことのできない桐である｡

現在寄島町漁業協同組合の保有する定位純の場所は 24ヶ所である｡そのうち2 1ヶ

所が品内民およびそれと親戚脚係のある島外民に上ってつくられている坪約線の有する

ものであ9,21ヶ所中 18ヶ所をJ:,J.1内民が有しているo

定債納確の許可は漁協 (以前は漁発会)を泡じて膿から与えられるものであb.1また,

箆JEt鵜をやるものは漁協へ箇所金を払わねばならないという点において,坪的組は漁協

と関係しているが,21ヶ所を個々人に分配する方法とか箇所金の割当寄内部の細かい

ことについては干渉されなho

島における漁業権は従来から家を単位として所有されておD,直系相続的に次世代に
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議D渡されることになっている0-度癖 は 有すると,みずから放棄するまではその家

に稚利が存するOもし権利を放強して欠点ができれば鳥人の希望者を募D.くじびさに

よってそれを補充するo

定債網は潮の流れ等の関係から秘所によ少11劣があるOそこで鳥ではそれによる収入

の不公平を打関するために.1奴劣2ヶ所を組合わせて場所の交替制をとっているC,,すTr

わち正月に各人Dその年の秘所の割当を･する埠,監舛 2ヶ所を組み合わせて, 2人 1組

づつで場所を決めてhく｡ (ただし, 1ヶ所たけは通年)この時の方法もくじぴさによ

る｡正月の楊所決めのくじび幸が終るといつ網を振ってもよいことになってかi).揚所

の交替時(,i8月 1D日にTEってレ､るO (8月 10日交替という規則ができたのはS20

年でそれ以前比春期 ｡秋期という漠然とした区別であったO)

定L7_RIl当の純利を右するものは,このようか .IiF)(決LtL)や漁協に支払う低所金Lr)分配等の

奉加的仕郭を処理するために坪i姐 をつく-:,て五､9,その4t務的処理の兇音さとして [

坪耐-JO占｣を有しているC

坪ii,I帖姓.般初,機所 ｡氏名 ･血所金韻の鬼Ri.記するのが目的であったらしく,昭

和 10年代まではその記叔たけでめったo (S8年-F37J期からの坪耗帖を参考.以下同殊)

lJJ利 18年からLifr.j単な申し合わせがJL威され始め,それと共に場所の親近も-.il,Lかれ始

めている｡たとえば昭和 T9年には ｢半六-鹿追氏ノ本家ノ円-'Jノ軒喰合 トス｣とある0

25年からは網の大きさ･子蛸.誠細の規定 ･心缶の圧出等漁法に舶する規定もみえけ

じめた｡たとえは 26年L'Cは ｢三ツ山二ヶ所ヤル場合,兵心棒-能王山ノーノ丸ガ下浦

二出ル所,此ノ場合箇所金-払十点｣また,｢沖甜 ･川尻 ･中花ノ子網ノ､天心通 リトス｣

とあるo

臓和56年からは姓立工-少のため秘所の変更かたびたび記されておD,特にこの5I

4年は著 しい｡

定値約g)箇所金は杵柄をやるものに訣せられた負地金であるo銃では漁協から殊せら

た金街を場所のk/Bに応じてさらに個々人に.割り当てているO この5,1所金割り当ての変

迩を見てみると,伯祁 8年から25年壇で¢h有感全金額を各域所に割 !).当てていたよう

で.昭和8年前期分には次のようTlC記されてtJlるo

半六 7円 川尻

山之花 9 5円 三 ツ山

山之花二 2 0円 斗石

釜之 口 25円 斗石ニ

ー171'1
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円

円

円
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光石 6円

沖浦 1 2円

中花 1 5円

丸岩 2 5円

丸岩二 1 5円

斗石三

斗石固

斗石五

甘佐

上油

円

円

円

円

円

I)

5

5

0

5

7
】

l

水戸 5円

昭和25年 ｢坪網ノ税金-食額ノ七分-人額割,残三分-箇所ノ点数二割当｣されてか

らは,点数制とたってか9.29年の箇所金性 1点につき12円70銭 ･52年/.ては 1

点につき12円15銭.総点叡 4510点,牒針金 52.28 1円 ･55年にも同じく1

点当た_b12円15鎖,絵点教 4,31ロ点,維針金 52.281円.組合払込金 52.248

円とTrってレーるo

以上のどとく坪網帖は規約JtLL定めるためIjr作られたものではなく,覚え膚さという性

格が強い｡定Iだ'網漁其権に駒する謎本的規定 (施得方法 ･場所決定等)については頒 腎

によっているとのことであるo

b 共同体的社会の形成 ･腹親

鳥は本家 ･/分家関係iJ=碁づく･1Ol紐かのグループにLEって成b立っている共軒体的色彩

のi汝Vl社会であるO このような社会がどのようにして形成され先腹していったか,本家

･分家関係をたどDながらみてみJ:う｡

現在鳥には三宅 ･村上･大壷 ･山口･中頃の 5姓があるoそのうち2姓 (山｡･中

浜)は 2軒づつであi),戦iJは王姓 ∈ 宅 ･村上 ･大室)が平均的に占めてVlる｡

島D粟人の話によると.現世代から5代位軌 4軒ほどが島に渡ってきたということ

であるが,墓石の没年から准定Lでそれは江戸末期のことと思われる｡ (三宅家の盛所

の立石で解蔵できる菜古の戦年月日は安政二年八月二十五日,三宅俊之丞のものであ.()

彼は今からちょうど5代前にあたる) 4軒位というのも.おそらく村上 ･三宅 ･大童家

の祖先にあたる人達であろう｡

次に本家 ･分家関係をたどってみれば次のようになる｡
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任 : 三宅 ･村上家とも主な系統だけを系図にしたo

その他のものは古い時代までたどれなかったので省略したo

この系図からもわかるように三宅家の場合,三宅松之丞から5代後の現在.少Tzくて

も11軒 ･15世帯に成長している｡

村上家は総本家を国頭にもつ家で,村上姓はこの系列外の村上家も含めてすべて国頭

から疲ってきている｡坪網の場所は国頭の人も一緒になって開拓していったもので,硯

在でも島の管理する21ヶ所のうち2ヶ所は宙敦の人が権利を有 してし1る｡嬉圧約の場

所の蛸拓は急速に行われたらしく.明治時代にはすでに現在の場所は定まっていたそう

であるo

鳥に渡ってきた人は国蘭の総不家からいえば分家であD,当時無人の島であったこの

島に新しい居住地と耕地を求めて渡ってきたそうである｡

山口･中浜両家は今から2･5代前に島に渡ってきた比較的新しい家である｡山口家

の場合は鹿島から渡ってきているO

以上のどとく展開していった社会吐.定置網権が不変的に個々に存するものでなく一
年ごと変吏していくものであること,また,年収入を平均的にするために半年ととD交

替制をとってきたこと,さらIK:,舷近の雌.立工事に伴なう補俄金間組にしても.昭和

56年坪網帖に ｢補伽金は全潰じ坪鵜銀合金且に平等 とする｣と記叔されているようVC共

同体的色称か適いものである｡

このように ｢家｣と強く結びつLへていた定地網漁集権も2･5年前権利の許可が握か

ら漁協に移るという転機に伴って,旧来の厳しい規制の下での相続から新しい様態へ と

脱皮したoすなわち.｢家の相和lから ｢人の権利lに笹か変わった･Z)であるO島の人
の話では.古い方法をとっていたL7-)ではこれから先漁業をやってい くものがなくなるか

も知れないということから新しい方法にきLJかえたとし｢うことであるが,現在社会｢股

にかこっている人口流動がこの島にもあらわれてLnる｡このよう複時代の波に対して.

島がど･Z)ようを方向に進んでいくか,それ比今後に残された大きな課題である｡

(拓 本 範 子 ･ 谷 原 博 莫 )
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巡 検 指 針
● ● ■

一 何 も か も 珍 し い も の だ ら け 一

宗 田 克 己

発着も寄る年なみとともに.巡検回数をかさ.ylて.巡検とはこんなもんだなあということが

おぼろげながら分bかけたOそこで巡検をおこなうかたがたのために,簸者なblj指針めいたも

のをしるしてみたOレ､くらかでも参考になれば辛である｡

まず巡検と(Ji見学旅行であるということである｡だから学校でお こなう倦学旅行もこのたかに

ふくまれるべき性格のものであるo しかし.現今お こなわれてし1る修学旅行は.一艇の観光旅行

やレクリエーションのものと同一規格にモってt-ハて.あ7日)も巡解約の面が少ないようである｡

蝦近修学施行のあ9万が云々されているのも う稚すける気がしないでも72LJIoそれかとhう

て･以'A嘩 師かガイドをつとめてお､こたったようi-L'盲学旅行Ii･･現今やれといったら,教師もLi

ほど前もって勉強してお.かないと,たとぇ政利礎でいとといえども.それを原地でつたえるとな

ると至難といえようOガイドブックを読み,口絵や等itをみていて.それがそっくD知蹄に71:っ

ていても.脱地で現物をとらえてとし､うことになると.単なZ)知識たけではものにTXるもんでは

-/ihoそこで必賀*JLことkJ:教的自身が巡伐を紐執しても･くとレゝうことである｡現今は旅行ブ-ム

で,大Ill_t若い敷伽でも 北榊迫一燭だ.九州一周たとかたD日時をついやしての施行をしている｡

たが それでいて中学,&Jj故科･N'内容をrj!解させるたけV:)ガイドかつとめられるかというと,そ

れがなかTfかできるもんでない｡それはどこに剛比があるのであろうかoそれは観察ILのなし1旅

行であるからであるとlハえると思う｡副癌にあげたようt'こ.何もかも珍らしい,ものだらけのL=xi.拷

ができていない旅行であるからであるOといえば或い壮いうかもしれTrh ｡どこだって同じ日本

で.そうそう変っていよう夜んか抽称するのかまちがいたohつもいつも一つところで同じ顔と

顔をつきあわせているとnた別 こそriよそへてかけてJji,分転換でもしなければ ･- ･･｡･とo

この気分転換というが,その内容を忠魂的にとらえるかとらえないかが,巡検になるならんのわ

かれみちである｡それ7Trらこの恵款的にとらえられるエうになるための方策はいかんと問われる

と,それにはふだんから地誌的な薄物を多く晶んてふくとしへうこと,どこでもいいから地域調査

をして,自分で調査地域J)レポー トを7tとめてみるよう75:ことをしてかくということが大切であ

ると答えたho

とうも姫近はhh地誌的な寄物がで表いのてこずるのであるが,観前にはこの種のもの(ri手E.'

ろのものがあって大変助かったものである｡でも地方誌的のもので辞脊tz)役目を果たすようなも

Dがいくらかあって,これを自分なDに引用･してせとめると,詳しくて役に立たないとh うわけ

のものではなく.修学施行aLlHてこの方法によって娠内領一をつくればずい分立派葱ものができる0
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その読むということも大切であるが.そT..よりも直接足で調査することを少くとも1回以上お

こなってかくべきであるO 調査の要領はいくらか参考書があるので. ここでそれを述べること
JJ･r

はしたい｡この調査で地理といっても,自然 ･人文にわたD多方面があって,いくらせせh舟
'n.･･･

土でもその全分野にわたっ={綜合間査すると在れば:それは容易なことではない｡しかし,た

とえ,駒塵境域はせまくとも,できるだけ拡レ一分野にわたって湘査することがいいのではをい

かと思うOそのよう7k調査をすると75j:れば.非常にL加､塞推知漁が必賓とーなり,調査し7Trがら

これらの-&･碑知識の習得をつづけてゆかT=ければならんことにそる｡どんな場合でも既説晋の
I_

1冊や 2冊で碁敵ができたと思うものもあるせいが.それかといって基礎があるていど固まる

まで調査を見送るとL̂うようなことはできないoそこで,幼稚なら幼稚なbD調査をし-なけれ

ば怒らないOそして-わた9かかに完結したとh ラこと咋なるO卒輸などはこの段階のもので

あろう｡大功なのはこれから先である0-度えらんだフィール ドであるC常にこのフtJr-ル ド

把眼を向けて,何かにつけて知付いたことを付加するよう心掛けねばならないOそ して職さえ

あればこのフィール ドに立ち,雨にも風にもそれをq)i-ljCうけとめるまでに同じフィールドに時

制如 パケねばいけないであろう｡もっともこれをつらぬけば一生このフィール ド外には出られ

ないで.或い比今時であればこのフィール ト●で交通部故でのたれ死にならんとも限らん｡世に

名Iも'る与観 の中に比これに類する人も少なくなtnoこのように同じフィールドに長らく3rTrい

るとひとbでに筑紫心がやし77j:われてくるもんで,その足でよそにでかける,新しい土地で太

当の新しLnものを見付けることができるものであるOここでも一定軌察心についてほDさげて

おきたho尊するに観察心というもDは,同じものをくbかえしくi)かえししていると陶曲の

部物がみんな散開のたわに夜D,自然であろうが人文であろうが,それらが多方面でからせLJ

あってくる状態の襟にやしなわれるOその解明はできそうにも思えかハのではあるが.一部の
i

条件でじ使って仮説めいたものを立るように怒るOそうなるとおもしろみがでるo Lかしこの

おもしろみができたすまでには.相当の特進が必賓である｡このおもしろみがでるくらいまで

フィールド体験をつめとしへうDが頚者の主張である｡

t̂'よLnエ巡検にかかる場合.その期間や範曲 (内容や地域).人数などによって.いろいろ

や的 たゝがちがってくるO期間の少怒いう,えIjC範囲が広h場合には,ルートマップ式に道願に

そって.平均にいろいろのことを見てあるくのが軌由であるOそしてその際特別におもしろそ

うTrことにでくわした怒ら,それはチェックしてかいて,他日それのみを調べるという場合も

あl)うるわけであるoこのようなときかなDの人政がいれば.少し時間をかけて現地討論をす

るということもよくとられる方法であるO巡挨なれぬものが-しょ忙旅行 して,細って来てか

ら反省会などを催して.旅先ででくわしたことを剖嘗ろげな印象をたぐって.水かけ藤争めし､
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たことをすることがエ(あるが,かかる方法はあまb感心したことではそい｡勿論現今のこと

であるから写実も簡単にとって帰られようが.や比b現地で問題をおさえて.その鶴でかたづ

くことはかたづけてかくのがいいにきまっているo

巡検とは見て歩けばいいとよくVlわれるが.し､くらみて歩 くといっても.その歩く程度で可

能な溌科あっめをすることを怠ってはhけfrL10現今Z)ことであるかっ等未はよくとられるが

この写-35:･にも数値が入っていなければL̂けなhoたとえは防風林のところ,むうつしても,そD

方位が入っていなければきっばbだめであるOまたものによってはスケ-ルも必敏である｡だ

から写英と同時に地図上と抑帖に写束番号を入れて.簡単な計剛直を記入することを忘れては

いけなho凄するに,担石とか巻尺 (あるいは折尺),温度計,pH紙,ポー リングステッキ

くらLlで.数値のえられる程鑑のものなら.つとめで計執日直を:たLてかくよう心掛けるべきで

あるOそれが巡検するのに地図や磁石すらもたず.たた等束挺たけを府にして,I,lti･ってきてIrl

憤然とうつした二ti兵だけをた上土川こ.いかにも-LRJ一日.i,-かしく親戚するよう夜-a/Tとの多レ､のに

かどろくのであるO見知らぬところ-旅行する二払合,特に地図と担百姓艇対的･Z)もので,それ

も詳しい縮尺の大きいものはどよし→｡ しかし.外幽施行Trどで比それが思うミ′こまかせない.｡で

もhi近ではかなb大きなア トラスがあるの七,少々ぎせいをけらってもその中の必撃た部分を

紘ずして携行するという手があるOまた.現地Vtむいて一番にこ3)地頭を手l〔入れることをす

べきであるoそうすれば心がけ次第で比 .このことも杷対不可能とまではTLらなLnですむであ

ろう｡ともあれ,巡煤の効果をあげるに吐.何といってもしへい葵町をなえることが-商である

ことはいうtでも72VIo Lかし,そうしたしへい娠円者とL̂うもDi･1 滅多にえられるもので(rl

ない｡そう72れ(,ままにあわせとVlうことにTrろうが.そのまにあわせとして軌むもの比,硯地

I,C通じていろ現地･D人が一番VlL､oI)).地J)人Lttたた過般を知っているだけでなく,そこで生括

をとも･して知ってし､る紫連なものIJ:i:かTL少もってし･,るOだが案内役,説明役として吐.必ずし

もバスガイドのようにスムーズにはしっか-FrLへ(,だから,こちらからつとめて引きだすLrLうにも

っていけは,かなり目的を遜するととができるolた現地で宿泊をするよう-/Z膜に比.その L

うな現地の人も同柄してもら1て,その人をかこんで附きとりをするのもhho こうした開き

とDに壮できる限3).その土地で生活しているよ･5毛虫拝になってくつろいで.先方もあまEJ

かしこまった気持(･,CさせT̂･LOよう常にL.ikを･くぼることが大切であるOそうしなLlと爵しだす方

ち,正直なことがしゃべれないことがあるからC,しかし.このことは非常にむずかしいことで

ある｡でも.回数をかさねていると,このととも無意頚のうちにお こなわれるようになってく

るものであるO

さて.いわゆる巡横ガイドなるものにつL̂て,知者なDの考えを述べてみたLno少くとも案
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内役をつとめるぐらいであれは,その巡検地域につLnてはだれエDも通じていなければならな

Lrtoできればかって.'!Jrg壷をしたところであれば申分が夜hoそれかとし?うて,そうどこでも調

査してV,るはずも机へわけで,本当に軍内すると71･るといくらかでも自信をもってするとLOう

ことはむずかLL̂ことである｡それかというて自信のある同じ地域だけではすま75い｡そうし

たわけで不滅れの土地も矢内しなければならをtJlことになるL'しかし.いくら不憤れな地域で

あっても.調書E経歴をつんだもDであれIrj:.なんとか責めを果すことはできるはずであるoそ

れでも案内者は巡庚朋日のできるだけ掛',購日をえらんで,必ずひとわた射L,jじルートを歩し･,

てみてポイントをおさえておかなければならをいてあろう. もしその地峡が金井:ミ無知のところ

ではなL̂とlハっでも,立近の上うに自然の改変が僻地まで徹底してL̂ると,h上いよその域に

のぞんで戸感t̂するようなことがおころ心配があるO このように前もって歩いてみれば,多勢

を案内する顔の時間の割カムbなどもおよその見当がつL̂て.行動が.EDスムーズにかこIjiわ

れる∩さてし1よし､よ現地案内になったなら,できるだけ一行の先虎になってしかも一行から離

れないようIKL.7tた一行の列がきれないよう一行の行動にも気をくぼ975:が(っ軍所頃所の説

明をし夜ければならか ｡̂ この説明にあたっては.できるだけノ(ス怒らバス.徒歩TXら足-,'t･一

時とめて.しなければいけなL̂oそれを観光ノ,'スDガイドみたいに75:がしっぱなしであると.

多勢の場合には説明効果はせず肋符でき孜L̂と思ってhhc,こJrLJ統H)jも地幽上でチェックした

方がいいわけで,そうなればなおさらのことであるLlなか足をとめるつしっでIC適当な晦に休潜

をとることが必輩であるOこの休憩はおよそ 1時間くらいで1度とるvjが適当で,それがみん

なで討議できるような逸材のあるところであれば申し分がなL̂わけで参る｡いうそれば,休憩

1rll]ごとに-なにか討議できるようTZことをえらんでかくのがよい｡もっともあまi)大きな鯛塊

でT=く.てもLlhわけで.麿レ､軟笑種に済ませるものでも準備しておけ!･ま,巡検の印象紘一段と

掛ハものとなD,なかに吐一生の思い出となるにもがいなLl｡特別大きか問取結現地で記療な

り写先夜bをもちかえって.宿舎な少また巡検終 7後の反省会なDで恭し,あえるとLlうことも

ありうるわけで,何もかも現地で分ってしまうということはほんの気安L̂巡検以外でtd:無理で

あるC'こうした巡検でおもしろそうな間筒が見つかって.それをテーマとしてあとから特別に

研究してやろうと思いつくことも,少く孜LOので,案内者はせLnぜhそうした機会に巡検参加者

をして誘導すべきであろうoともあれ案内者が何より (切なことは,自分自身の鮭康であるO

もし案内者が病如 ⊂たったりつかれた9すると,巡検参加者のうける被告披実に大きLハoだか

ら紙えす案内者たるもの:I,自分の身体状況に気をつけて.さっきレ､った休憩も,むしろ案内者

自身のベースにあわL>ておこなうべきものとLlったらlvlhくらいである｡

ifkL後に,巡検記につL̂て,気づLOたことを付加しておきたレb hうまでも7=く巡倹した串と
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で,その体験に則してせかれるべきであるoそうなればL̂かにも見たまま.感じたままでなけ

ればならんわけであるOそれは一般の研究論文とはちがってVlるはずで,例えば,参考論文を

ふみ台にLて,少し自分の意見めVlたものを付けくわえたのでは巡検記とはいえない｡古典忙

しへろL̂ろの紀行文があるが,これなどは多少の悌輔を除外する{=らは,巡検記とt̂えるものが

あるのでは75:いかとtL望.われるO;転者tli巡換地の参考としてhレ､ものに,田中啓材の論文にその

多くがあげられるのではないかと思うoLlうまでもなく田中は地理の本領を地誌として-iとめ

た学者であるC,現今いわゆる地盤学者として知られてLへる学者JJなかには,そのせせL̂分岐を･

辿って.それがためにiyl連分野にふみこんでしまって,まともな地理かどうかいか)がわしくTr

ってL̂るも･Z)が多レ､のに.田中はそうしたことをできるたけ逓けてL̂る唯-の学者であるたけ

i/C.少くともll..).理に心さしたものtrま,-応酬中のものは臼をとかすべきであるとhLIJtL10そ

して,巡侠記に屯j菱役立つものとして鵬せん したいtDは.'少しふるいきらいはあるが.昭和 4

年ころの tl衣等のLl土 〟であるO これは日本.各地を直最かハて.それ を道頓にしかも彼地軸の

地理区を設定して,'尖に盛成上くまとめてレ､るCこれを読むとこの地理区ごと(･̂=地城性が把嘘

できて,なんとf=く地蝕というものか卦もしろく七日,-.tた自分でも直接そ こへjiiをi並びたく

なる(171どであるO笥肴はLF''1-:生から故師まで広くすすめてはQiからなL̂ものてあるOさらにも
II

lつだけあげれVj-J岩汝の少年l机物で:fDる ､tlti-非もまわろう がLl･うるo これ夜とは著者のヒル

ヤーの/iL̂たちかbJlをとっておD,それがヒルイーJJしつこL̂ほどの探求心が地j4.的なIAJLt

li･L̂やがうえt,tもかきたたせ,こTLか世舛J)こケとわたb･J:I)旅行EL:をかく7tでに しているO少年

肌物であるたけに極めて平易･l･(かかれてレーるが,それでいて.世界全体を平均にしかも地域性

を克明L/Cあらわし,1LullC例がないのでは別 か̂とLE).I()O現今の交通部情では.短糊FuJl/こ山域に

･わたっての地域性の対比も容易l/rJなったし.また航空等兵まで駆使できるようになったので,

よb詳細によb適確なものが伽待てきるのであるこしへすわにしろ戚梨や調査の深度か,この巡

検記の内等を決定する毅件と77J:.もことI.･'C持せちがいか′七 この観察IP調査の深度は,一群ト･夕

でやしなわれるものではないだけに何ことi/C上らず,何もかにも珍らしいものだらけになるエ

Jr う7h 謙虚かし根が必須条件とIハえ上う〇

触 中 dr 雑 感
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成羽町を出発した新見行きのバスが成羽川にそって上ること約 50分.備中町頴.島というと

ころに出るo ここは備中町役場.富家中学などがあD.この町の行政的中J地 となっているO

バスが成羽の町はずれにかかるころ,成羽川はいよいよ狭く.谷よb疎く夜i).川の南岸に段

丘地形を残しているところからこの川D下刻作用の活発さをしのぶことができる.そして川合

をすぎ,布瀬のあたDにくると川の両岸は石択岩の蛙岩がそそb立つ絶壁となっている.備中

町には石灰岩が多く,成羽川I,{そって比布瀬,愚息.川戸にかけて.また布瀬の谷を西にはい

った岩窟潔などにもこのよう7k絶壁がみられる｡この地域は隆起率平原であって谷はせせく床

hoそして.石灰岩よbできているところはこの他 がエb杖っきDしてhるO谷底よb見上

げる食餌ま灰色の石灰岩と緑の村木とできわめて男,性的,かつ日本的であるO この地域の人々

がたまに他の紫勝地に行ってもあまり感軌を覚えなしへのは,この地元の風紫があまDに実 しい

からだと思われる｡この深い幼年浴比晋は1-窃取舟の通路として,現代は自動車道路として利用

さTL.石灰岩の姫壁がところところとぎれて谷が少し広く/rったところには紐 状の傾斜地が

見られ.そこは畑作が行われてL̂る｡ 1つの場所にいくつかの谷が口を繭いてVuTi,ところ(,⊂は_

多数の家屋がBA･ち.商策的坂城を持つ泉藩か発達している｡日1度 ･賂払･川戸などはその例{･

あるoLかしこIZ)谷は生産fe主軸の魅として比あまDにも狭ho市城怒よbl西万にかたD大きな

符が書伯朽虎I/JC切りこんでいる｡谷底比布tGlの′J､半夜あたDではかなb広く.水田として利用

され.目名 小嵯地などの地名が見られる0日名比谷川ib北側で′ト学校よDに夜D.戸数は十

歓声と臨地D 20- 50戸に比べてかなb少モt̂C,目名 ･嵯地ともI.{山鹿のかなb息な斜両に

立地し,家蛙のある付近は畑地が瓜がっているC.特に陰地の斜面は急で.一番高いところにあ

る家の付近では畑地の傾斜が 10奴まああるようだ｡そして土封比直径 5- 4cmの角疎がh

っばLOせじ-った砂地で.畑地の柳 tを避難なものにしているOこの.tう夜傾斜面は普通であれ

ば僅幾と考えられるのであるが.地BがしっかbしてLlるところからベジメントのようであるO

この凄斜面の上方の山腹は45度を越えるかと思われる幼年谷の斜面となっているOなお一殻

に東西に荘る谷では,谷の地の斜面比日あたbがよく,範落,畑地などが発達し.道路もrEと

けが早しっところから目名の方につけられることが多Lへ1それに対して谷の南側D創面は日あた

LJが恐く,そのため畑地も少なく,生首も発達しにくhoこDlうなところは陰地という地名

がつけられ.湿地化するところから虐 ･格などがよく成育するところとなるのであるoLかし

この和郎の場合F.･与地D方が良く発適してL̂るのは.致斜面の広さに原凶しているからであろう

ね この谷を歩t̂て約 1時臥 谷が東西方向から南北方向に曲ったところに磐窟漢がある｡

故山付近工上りヒK流れてきた谷はカルスト台地を切i)こみ裾rL見参72態度をつくD.その谷低

J!亡はノダ軌 コケ嫡JTL)藍地性の相物が繁殖している｡ここの谷を注意してみると谷の東斜面だ
(. lLI
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けが石灰岩の絶壁となi).そD中はとに意乳洞が存在しているOここの桐原はほぼ南北に走る

断層桝にそって形成されたものらしく,洞内にはL̂たるところに断層粘土,軸面,析噺角奴な

どがみられ,女畦乳右,石符はきわめて小さく.lkさ 5L･皿 太さ 2- 5cm の透明のも{)が多

激見られた8このようなことからこの池田はきわめて新 しいものと思える.

谷の西側の地Tlはチャー ト上bな9,そ･Z)ためl見射 管と急斜面ではなく.杉の植林Iなども行

われてtハるo この谷川によって地文が大きく広がっているところなどを見るとこの谷は断層谷

であるかも労れ 7iいC'.科目がチャー トa)上を流れるところで癌坪が形成され,iた.そD付近

e)チャートの地''βEJiかなL)小さな榊曲が見らhているo備中町では魂在この谷の観光IJnl発を考

え.零底の林適の工部Ti:しているのが今までの静かを谷底{)ムー ドが威されはし7tLJlかと多少

′山妃であるO

こ331うに備中町tZ)桝 ま強く,そして美 しレ､e帖rL)地域から来た戎々忙とっては緑と.灰色

D右にひたすら鬼とtLるDであるOLかしこZ)地戒の人々にとってはこのような幼年地形は果

して住みやすいところかどうかは雛LIF]rjであろうo

L2) 施 しした-I.I.'3線の村

収朝川 L)む抜上LJ上V,A:止れは このけわしL̂緋/uむこう(cLとDようTL世界があるのたろうか｡

とても人間の生活できる砧がこらるとは思えなしへごしかし.この谷を田が9くねbT=がら迫を上

って行くと突然広々とした規原に出るOそして放浪状の福原の凸面に紘畑地が.凹地である旧

翰抱の谷吐水川が,広々と虹がって.出家も多敵見られてし1るO布ĵい 平川 ･菌抽野 ･東油野

矧山T3:ど比レザ れもこのlES原の上1,'C出来た村落で,せまくて探Lrh谷底の熱rIJ･｡惣UJlIlfHI貢など

に比べてこれ等の地域は生姥活動の魂に恕-まれ.-ljL･から人々の多t̂ところで米 ･麦 ･たE,1こ･

野菜モとの生産の多いところであるO特に平川綻この備中町では水田面積も一婦広く, 1戸当

りの析地面棟も1ん内外かと思わIlるO下部は昔はこの地方の桂済の中心だったらしく.現在

でも旅館が5軒ほどめるC,なお,ここには金平鉱山とLoって品位 d9帝の故鉄鉱を産するとこ

ろがあるo a9労と言えば品位の点では日本良市でインドの ビバール州のものよbi.Lihと思わ

れるOここでは鉱石を紛々に砕き70.5 留-iで品位を高#).神戸T{L-溶接棒の原料とLて出荷さ

れてレ､る｡またここの鉱石ill東勝村の段子炉の壁にも利用されたとのことであるoここの鉱山

(ri石灰岩と石英弦岩とD接触鉱床で.石沢宕比はとんと熟変質を受けて大津石になってかi)'

曲鉄鉱のほか硫化鉄乱 ザクロ石,閃亜戯畝,政所洗鉱などがあるO輝石の大きな鮭晶も多数

見られたO鉱山の楓軸比小さく坑夫 80人,その他地上で適鉱などをする人が 80人と小さいo

Lかし.交通不放た氏添上の下灘の^々忙IJL-みれば丁度良叫動き域所と言えようo桝地面

蛸の広さ,鉱山の存在ということもあって平川はかなi)丑かな村落のように思えた0
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(5)水の東頑な高原の生活

高原の生活で一般に不自由なのは飲料水であるOそれが特にカルスト台地ということに

なれば特にはげLho川上町の鉱山,神野.七地などでは雨水はただちに地下に侵透し,

地上には水たまDもできにくく,水田は全然見あたらないo備中町の場合,石灰岩の分布
は広し1けれども部分的であって,前述したようl/:;ra;原上はかな9水田が見られる｡飲料水

は,旧連組のなだらかな谷の斜面を 1mほど拙L)さげたところが泉となってきれレ､な水を

確保できてL̂るOこの泉のことをくみ川.とかのみ川とか言っておb.部落共同のものか

ら1戸坤有のものもある｡特に乙原の泉は常にきれlハな水がこんこんと湧き出し,くみ川

の中はLlつもきれいな水があふれてL̂るpそして染作業･D往き粕3),バス-乗っての親鳥

成羽-の;l物の往き帰Dl/Cは人々は必ず足をとめて.この水をひしゃくでくんでのどをう

るかすことが出来るo昔は全部の家庭で飲料水.風呂水など(r-iこのくみ川よLJ家まで漣ん

だものであったOそしてそれはL･iとんと'女子の作兼であった｡だからくみ川のできかハと

ころIlCは家は建てられず,またそれに遠い家では女子の水くみの仕耕土大変だったと思わ

れる｡ しかし.水が出ているのが同じ平坦面なので,カルスト台地におけるような谷川か

らの水運びVL比べればかた9楽ではあったと思うO現在ではこのくみ川にビニールノてイフ

が通っているところから,多くの家庭でこの水を･水道化しているものと思えるOそうなる

と良い-7Kの出てくるくみ川に水道管が如D.中には利用されずに汚れてしまってLへるくみ

川も多数見受けられた｡

また_.吉備高庇に一般に見られる塊家の桝進の一つに風呂と他所がある｡家崖の筒口に

あたるところに 1坪たらすの出っぼった一室.これが風呂と佐和であるO人口のところに

上へ【コ節 I.

風呂のたき口があD,蘇('C面し

た便所の下のところは木のふた

がしてあり,そのふたの一郎に

じょうごのようなノト便所となっ

ているOこの′ト便所は野良仕串

の行きかえDに用がたせて大変

政利なものであるOまた風呂と

促所の間に比壁などのしきbは

なく,普通体を洗う場所に(rl竹,

木ですのこが作ってあ9,その中央に図のようIh長方形の穴があし､ておb便所兼洗い場と

なっているO体を洗った執ます('他所の中F{C落ちるようになってhる.そして使用後の功
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も便所の中に流れこみ.これがかっては大切な畑地磯.水兼肥料になっていた.多分,水の不

足するカルスト台地などで比一度鎗用した風呂水もすぐ旅してしまわず数慶使用 したものと

思う.飲料水を確保する方法の 1つに尾根の軒水を集めてコンクリー トの水槽にためてlハるの

のがみられるC'またこのような地方には｢股に母巌のとなDに立派夜土蔵がつ くってあD.

蟹から天井まで50cdまどのJyさIjC土壁をめってあil.ドアにも同じ上f)に伴い土壁がめっ

てあるC これは明らかに防火の目的で,水の少たしへところでD家材道具.食料を火災よ17守

る生活の勺二雷であろうO繭酋諸島に見られるねずみの予防を百的とした高倉と比醸するとど

っLbと韮丑感があD,対称的でおもしろしヽ｡

(4)結 び

谷底のあたDではほ とんとめべまき.かしこならなどvT)広瀬樹でそC_7)榔木の下は湿地化し

･/4'軸が多く無頼しているOそして山の中奴から上に71るとはとんと赤松とTi:る｡カルスト

の絶壁ではIkの広兼樹の扱い緑色と灰色D右Ek貨が才い空にくっきL)と映え,秋にはこれ等

の山薬柵が江棄して.いかJKもEI本的T=秋らしLn凪hlとなるO山TA付近では淡い練の松にテ

ラロッサが紅巣に吠えて白にうつ9春(a:はたはこ細 V9ビニール トンネルが鵜可孝的な模様

をつくってlハるOそして斜Lbの傾きに平JlJ忙つくられ,Jtf)ねも見都であるO ト 鮭に煩斜地

の耕作では.等高滅耕作といって斜血に対して直角の方向に{)ねつくDがしてある｡ これは

世外共通をもDで瀬戸内海の沿岸,ム烏･Qt!こkbtlるもDで士魂の流出を防ぐ目的である｡し

7)･L.吉備高殿の士IEは湖戸円海沿岸D花樹岩JT)風化土や新大使のステッフの乾煉土と追っ

て粘度J貨であるため,捧雨の排水i･第 1I/C考えてのことと思うO このような耕作方法はめず

らしいもので8-175:i,,だろうかO) この上･:)を何は波浪状の地形の出払に多く.凹部である旧

適地の谷O-i水田化されてLlるo Lかし,その中に幼年谷がせTih 東部侵触D行なわれてLJl

る盲Ll谷では畑地となっているところが多し､O こDエF)な傾斜地の耕作は大変な労力が必敏

で,その苦労は平野部の約5は.日当Dの憩い野間trどの水Eflでは収健は与とtZるO こZ)よ

うに労働Ji.産性が悪く.かって生桔D粥台として電賓な地位をしめていた平捷'al-ち,都市と

の15と辿不便もあって人口は流出する傾向にあD.新改朝川ダムの建設がそれを-FFt虻げしく

させたエうだ｡高脱を歩いてみても若者にはほとんど出合 うことが'lrLJlぐ 50オ以上の人々

がたば こ.野東の栽培.稲作,そDひまにうるしかきに行く炎を見かける程度であるo Lか

レ｣､･中辛生の姿を見かけるJjであるカ5彼らD慮虐吐出虜きにでも行っているのであろうかO

家庭の中ではかつていろbDあった場所にid:dbとたつやストーブがILiかれ.台所もかな9

恥化が連んでL,iいるが生楢は決 して楽ではたい上うだo Lかしこの地峡の入棺はとても煙く

そこを訪れた他国人である数 々に対しておあ.お女子などを出してもてなしてくれたO中学
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生に道をたずねると彼は約 1時間ほどの急を幼年谷を一緒に道案内をしてくれたo これらの

生徒も地元に成って座薬をしてゆく人はきわめて少ない(,しかし,平川では4-5人のグル

ープでしいたけ栽培に乗9出している甘年連がいるが.これなどは例外に属する方であろうo

現代の生活用式から考えれば央しい自然に.iせれた健康的な鞍境は住みにくいところなので

あろう｡人々は金と都市のムードを求d)て不健康を環境へと移b住んでゆくoLかし.遠か

らずこの菜しい自然が見夜かされる時刷がくるであろうO そのためには山地,高原における

労働生産性の低さを改鋸する必賓があると思う｡それにLriどのような方法があるかが今後の

大きな問題であると思うO

1..i.

'Ti

Tヽ." l

雑 感 .

塩 田 一 弥

●- ∵㍗.二

1 天気予報と平均気温 `

テt/どの普及は,今日の生T.盾に大きな変化をもたらしていることは事実だと思います○そJ)

内で一つは,天気予報と,思いますo NHXでは飴日天気図の解説を行なった上で明日の予報を

報じている｡そのためか.かなDD年輩の人々まで気象JB語を利用し,生活に役だてているこ

とは番境と思いますO このことは非常によLnことと思L̂1すo

さて,･天気予報のプログラムで殺後に今日の気温を放送してhますが･今日の気温は･月平

均気組よb何度F.-I.･-3かったO低くかったと報じている｡そして一般の人々I.ld:平均気温よb布けれ

ば暑かったのだと思い.低くければ寒かったのだと思いがちである｡考えてみるに月平均気性

とFL,jじ日が月に伺Elあるかが開頭だと思います.ほとんど無Lnと言ってもよいであろうOつま

り平均という魔術に人々がかかっているのではTZLハだろうかo平均値,例えば平均 7とlハって

も, (5と9)I(1と15)でも平均 7であること｡降水灘,気温等を見る場合,この平均とい

う意味につt̂て十分考えておく必要があるので比7tかろうかOそ)でTrければ然候を語る忙お

しハても,盤巣地理を考える上にも大きなミスをおこすことに丑Dはしたいだろうか｡

o 用語使用につLlて

地理用語でとかく間追いが生じやすいもDがあるように思えるO例を 2･5上げて御批評願

いたく思います.漁東 ･･･｢天然の良嘩｣という月槽 であるO今日は消蝶革命の時代,魚の水

揚げは消鍵地かそれとも交通の健の良い所が中心に723)つつあるのが現状と思います｡そうす

ると消焚地に遠隔な地方では天然の良港でもその他の機能という点から考えると,その意味は
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非常に臭ってくると思いますo速偏在地方の漁港で性水掛プは消費地,大漁菜基地 (水産加工

設備のととのっている港),そしてその港は休糞･遭難港と7tbがちである｡こうなると,か

っての天然の良港もその意義よく考えて使用する必要があるのではたかろうかO

｢特産物｣この言葉は日常社会で普通使用されてLへる用語であるO中学生でも特産物という言

葉の意味は理解していると思うo Lかし.例えば岡山県の海産物といえばイ凍 .桃 ･マスカッ

トーー- 等生徒は上げるのだが -I---｡しかし考えてみれば特産物とい{)用語ほどあい硬い

なものはたいと思います｡イ草に1,-･レゝても広島煉 ･九州落県の生産高を考察すれば.特産物と
いう言兼はどうかと思います｡盲とD刷山県商を巡改すれば,確かにイ草の分布はかなDの両横

を占め.その地域でも.触っとも重要な幾菱物であることは･S菜だと思いますO しかし全国的

に見ると.特産物という富発からくるニェアンズと(I-tかlrb遮ったものと思え-まLす｡そうだと

するとこの手紙 用語は,何か工夫して使用する必辛があるのではないだろうか,いかがなもの

だろうo

() 統計と年代

今El統計はいたるところに出まわiJ多用されている.地後学留はもちろん社会q家庭等その

利用は'-Xに多用であるOそして統計VC示されたもtZ)が杷対的なものと一般的に考えられ,それ

によって状の行動 ･思考が決定されることも多 レ､o Lかし次の点は考えてかかればならかハの

ではなかろうか｡その一つに統計は何年に作成されたものか,もう一つは交通止鯛壷等の嫉D

ものは何時に作成されたものかというような時間的なもの,こD二点壮使用する時十分注意し

て卦かねばならないと思うOとくに低学年の披講に比鮭対必要であろう｡それから,この統計

はいかなる方法で舶査されたものかとし､うことですo例えくま一定地域の調査で.各戸を訪門し

て閃きとb調査で作成したものと,アンケート形式で用縦を配布･回収し作成し,JとものでLj:か

な少ことなってくるのである｡また虚業統計夜と良家比.まずほとんど車実を述べないのであ

る｡このように考えて見れば間魅も多い｡齢 卜がどれだけ正確に事実を伝えているかという問

題であるOとにかく.こDような･きみをもちながら歳計を見ればTiた変った-)か笑がわかるかも

しれないO

(山地と山脈)

山地と山脈,この二つの書架のニェアンズはかTZD連ったものII7'-うけとられると思いますが.

いかがをものであろうかO般近の中学生D地図艇には山地と山脈両方が使用されてhるが.例

えば,中国山地と百えば伺んとたしに山D操子滋1わかるが,中国山脈と言えば.ビyとこない

点が多い｡一方四国山地よりも凶歯山脈の方が山を表現するに適してないだろうかOまたある

教科番では讃岐山脈 ･四軌山地と7EっているがいかがなものだろうかC′ト生は山脈一一一急峻で
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海抜もある山々の躯7tb｡山地-一･なだらかな山々の集ま少と考えるのですがいかがをもので

しょうかo

〔石灰岩台地と清水〕

草間台 ･登永台は石沢著台地である｡台地は水不足に悩む地域であるOしかし台地の周囲で

はあちこちIK度かな滑水となって出ているOつ-ib･台地上の雨はドリー-ネなどよ9地下に入b

Kt.乳洞を通り豊かな水LLとなって周囲にふきでているのであるOこの水比椅くその利用は必某

などには通さないが,マスの蕃魚として利用されている｡新見市唐松の凄魚場など大きいもめ

であるOまた北房町台部でも行なわれているO小生が思うのですが ｢こLl｣の奪魚はいかがな

ものかと思うoそれは蒜山 ･梶並 ･西粟倉地方で各戸の庭先で,みごとな ｢こレ,Jが飼われて

いるCL)です｡この他の71(も同じく椅水で塵かな水巌であることが.台地周幽D水とよく似てい

るから売DですO これ杜全ったくD私案なのですが｡その他よb利用方法はTrLnものだろ･)か｡

ノ｣＼生が何故この様なことを甘く気に75:ったのかですが｡今日地理学の方法鹸忙ついていろいろ

論議もされ地理の研究も進んでいると思い-iすo Lかし草間の存在理由の一つに人間生活をよ

iJ一層豊かにするためにあると考えるならは,地理学もそのdf究の成果が生活と栃びつかなけ

れば慈味がないと思うからです｡

｢ 市 ｣

日本に｢市｣が生7fれたのはかなD古レ､と想いますO平城京では束闇市がにぎやかに行なわ

れていたようですO ここでとbあげる ｢屯Jは成立年代は不明ですが,鹿村で行なわれる ｢年

の市Jですo音にはもっと回数が多かったことはU_q日市,二十E]市などの地名からもうかがう

ことができるo しかし今日残存している市は.旧正月前に行なわれる ｢年の市Jであろう｡その

一つを例にとbながら市の様子を想傍してもらえれば雫いかと思います｡｢西方利 一日 高楽
市中井町西方 (ここは小生の郷里)年の市は 12月 14日と12月24日の二回正月用品を中

心に日用雑貨品の版亮を行75:っていたのである｡こD市がいつ生れたか槻日は不明だが,この

地に｢十日市｣という地名がある故かなDの回数があったに連いないが,年二同とT=ったのは

歴史の流れから考察すれば鍵近のことだろ{Jo

さて. ｢両方市｣の商腰は西方村はもちろん津々村巨漸 ･草間 ･豊永地方-iで含1れてLJlた

ようですOとくに吉備Ii･,原の人々が地大のお客であったようだO次IrL盈賓商品について見ると

窮一に｢ブリ｣であるO段村では ｢ブリ｣なしには正月は迎えられなかったのであるOだから
少々(r,t無矧ましても ｢ブt)｣一本を只っていたようであるO値段は一匹米二斗 (半俵)が平均

的相域だったOプリ商人妓尾道より馬で2･5日的上bi室施していたと伝えられている｡第二

には£注作薬用品であるo ｢西方価-Jは別名 ｢むしろ市｣とも菖われていた｡ (庄 ｢むしろ｣ と
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は稲わらで.娼んだもので.穀物を乾塊させる裁物)生産地は高架市巨瀕町宮地の人々で ｢む

しろ｣を牛の背につけ約三里の道を選んだのであるO兇手は水田のない吉鵬高原 (草間 ･豊永

地方)の人々であったoまた ｢そうき｣ (江 J&物を入れる竹のカゴ) ･｢てみ｣ (庄 風で

叔物の良い物と悪い物をよりわける)Trどもまた売られたものだOこのよ')に農作業に必賓7と

ものも市の中心的商品であったoその他の商品止端k方面7)商人が ｢彦碇さん｣を利用して約
6里の通を二 ･三日前から適搬していたO店数は首軒ちかくを故えたといわれるO このように

して,この他の人々は正月用品はもちろん,耐月鳩 作東用JInを･この市で求めたもので.その商

軸は西方を中心に周用の吉備罷原一帯をJETめたのであるOしかし今日では,そのおもかげはも

うとどめなIJlo/-Tは古老の語草であるO

追記 ｢西方利 を ｢むしろ甘｣というなら仕.さら忙簡叡したのが上b:?郁北房町中碓井Z)

｢ぷi)市｣であったoLかし今日中押掛T)柿(,i北は町の中心粁 Fi'/Cその勢力を琴-わ:tL.今Flも

この紫郎の-TT]比就けられているOまたこのILlのLe芸品として,ガ7D･_'茎で作った ｢セゴ｣(

建 物入れで背におえるようにしてめる)があ'jc,

気候の改発

中手一年生にLtf井の気峡を挫J#させるのはなかなか

由鹿に思いますO これも′ト生の研究不足が大きな似凹

と痛感しているところです○

さて.教科辞では気候を気温と陣水止で表わしてh

るが ･･･(気温について比年平均気温 ｡月平均気品 カマの叢

由布気温 ･娘低気温 ･南光に1,-･いて托月的j;.･･年内JD

これだけで(.:t生徒は凍Ln:身近にその他の気候を潮解することは出来ないと居hますO小生(.-.t中学

一年の段階では.これVCプラス人々の生活がどZ)ような梯子かを示す必婆があるのでけなしへかと

思い7tすO例えば一年中シャツ一枚ですこせるとか.冬Iji非'#に寒くセーター二枚の上に皮ノヤ

i/Jl-1rLでLrl冬は越せぬが.liZは･bilに嵯かくセーターたけで過せるとかol_のような身近TL

ものが上げられれば気候を身近をものとして埋婦できるのでL･はなかろうかC, (尚この様な本があ

れV;t沼介して下さればと思います)これ以外に良い威虎方法も数多くあると思V,ますoL1ろいろ

とお数え敵えれはと恩っていますC,

臓和 40年地政字｡托岩卒 (高架中学校劫妨)
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ヨー ロヶバ旅行で考えたこと
l

】
山 川 帝 仁 . (

故者は 19占9年 7月2tI日から8月19日までD 25日間,世界地理研究同好会のヨーロ･'

JI菜欧団地雀鯛案Eflに加わっで西欧 ･東欧孜ど11ヶ国をまわってきた｡勿論.航空機をフJt,に

利用した蛸足旅行ゆえ,地理視察という名目も充分に果せたとはいいがたいが.未知の土地を新

鮮夜目で観察できたことは机上とは異なった地理観を与えてくれた｡少し.時機はずれの感もあ払

るが.旅行中に考えたことをつづってみたし10

すでに 同好会よb出版された視察記の中でも述べたが.我々地理学に関心をもつ者の常道と

して.巡検に限らず一歩外に出るとどうしても眼前に匿関する奇磯に地域性を求めようとするo

Lかし,時に.地域性を求める日には･711磁性を見失なう恐れが多分にあり,逆に懸濁性の甲に存

在する地域性さえとらえることができ乙V,均合があるO今回の旅行で特に感じたのはこの点であ

っJJとO

在英革命以降の世界的75:工業化の波の中で.艶々をとilせく壌塊が著しく,しかも加速既約に

変化している ことは周知の通bではあるが.特把最近の政治 ･経験 ･文化等の也殿化現象はたん

たる一地域の時間的凝塊の変化にとどまらず.磁所的窒尚を鹿越した風世辞的が郡元変化をもた

らしてLJ,るOその中で.｢所変われば品変わる｣的な発想Dみに上って未知の土地を見ると戸惑

tハを感じざるをえないo確かにイギリスにはイギリスの,フランスにはフランスの性格があるo

自然環境に,また社会増項に追いがある搬9.それは当然のことであるOしかし社会環境を構成

する賓紫の普遍化魂嶺には著しレ､ものがあD.今やその間現を全くぬき咋して地蛾性をとらえる

ことは何か歯の抜けたような感じがしてならない｡

航跡の白い崖が交叉し合う北海が.一面操の緋稜に変わb,その中にIE線状の白く輝く水路とこ

水路の交差するところに点在する玩具D.Lう夜風乱 これこそまざれもなく私のイメ一･)過少の

オランダの風景が埠関してきたoこれが私の見たヨーロッJt最初の費親であIlた｡ 1620kA,羽

田･D 4倍半の面iE-をもつ広大夜スキポール空航,助 く歩道にものめずらしく行ダりをつくb .入国

監兼官の前に恐る恐るJlスJl-:-トむ差し出しチェックを受ける｡年間乗降客数約 500万人,.初

ERの 2倍の空航も早朝のためか.我々一行のざわめきのみが広L̂改代的なターミナルビルに砕い

ていた0人Ll印を押してもらうと,ついに外国把やってきたとV"I)実感がこみあげてきたoLか

しそれと同時にここは本当にオラノ9-なのかと疑う自分乞感じたO羽祝からわずか 1b時は伴 .

羽田を飛びilって問も72くカムチ十ツカの庚のあたDで夜が明け,それ以来大願は沈むことなく

スキポール空海に到窟するとそこ(,i夜があけたばかDという白夜の喬妙を醜女に戸テ惑いながらも,
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途中7yカレッジに立ち途ったものの.日本の延戊という観念が撃烈なのか.異質をものを見な

がら異類性エb共通性 ･普遍性を強く感じる始末であったoこの感覚はオラ/ダ忙足を踏み入れ

て以後.旅行中常に心の中にあって反作用のように涙を･もたげ.また消えていった.特に西欧諸

国の都市では自分が外国にいるということを忘れさせてしまう何かがあった｡都市発現のもつ共

通性ととも('C.心理的には銀座過少を:一人で歩いているときの.あの大衆D中の孤独感をいたい

ll_O時たま店をのぞき英藷や仏語で話しかけられここが円本でなレ､と改めて気付くほどであったO

この原価執血中に刊行された人文地盤の22巷 4号の中ではからすLも浮田典良氏が指摘され

ているが,地域の解妹任と普遍性を関越IJTする和合も当然スケールが鯛係してくるo巨視的に見

糾せ普遍的であっても,後視的に見れば特殊的である均合は多LTr,日本列島は巨視的に見れば税

太平洋造山帯D一部として均一的にとらえられちか,視点を変えると日本列島L7)地殻純道は大変

複雑でとても均一だとはいえたい○即ち地域性を氷める場合そD視点が進攻であることはレ､う･.･圭

でもなho

費城という総合的な視点から地政性を把理し⊥うとするミクロを部分を見落し,マクロな潜遠さ

性 ･共血圧が気にかかるDかも知れなL̂O しか し塵に点と奴だけの部分的な旅行などではミクロ

なせ･心性がマクpな央JE性を地軸することもあら.jQミクロなせ三畠性 ･特殊性に気をとられすぎ

て.マクロTr普由佳 ･特殊性を見失をう恐れもあるo この点特に気をつける必贋はあるC.

カイロからカルカッタに弓至る戯上から脱下に吐出する貴観i･見ながら.私はこD紫親の変化と

そこに生活する人間のことi_･考えていたO夜明け恥 .クウェー トの空港に努陸 したが,早勧17)し

っとDとした感触,i･味わうt,Eは程Ijiく,かすみのづかったような抄はこLIJ)中に砂供が広がb,

上から見るとその砂漠の撫幌の乾娩 した空個L,D中l′油井の炎が点々と見えるのだった07ラビ7

わの上空から望むイラン高原も緑っ気の夜い売鍵とした土地であi).クール伊癌は岩塩と塩湖の

Elh模様が不災味に広がる人魚.よせつけか′′世 界であったoところがクール砂漠が消えた瞬間,

それまで見えてLnたほこiJっほい大地は厚い銭にとざされてしまった○雨季のデカン乱 葉.陸地

といえばその煙い宝の後方に･白雪をいたくヒマラヤL)ス/)イラインか包まi'LるだけであったOそ

して再び下非が見えたとき,それは今までD粒界とFt全 く異質た水と緑の世界でt,'つた〔‥ELIP､えば

ローマ以来,7テネ ーカイロそしてカラチに至るまでjkと絞なまこれた世界であったOところと こ

ろに格子状VC見える地割の線D朗.点在する民家,それ以外のものは全て水没してしまっている

仕れ この乾塊と迎潤の著しい対称的畏勘に連したとき.私の心の岩船がまたもや始まったoL

かしここに比普遍性も共通性もなかったO全く如且なDだ｡範･&と湿佃 .この共質性は絶対的な

もの?あった｡人筒は,この白熱の中では埋没せざるJTえなhc人尚は自然を克服しようとするO

乾無地では湿湖地をゆめみ.馳偶地では乾塊地をゆめみ,しかし.HT詮伽LJに部分的には克版で
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善でも,全てを考えることはできなしへ｡そこI,C限外があるC,勿緬,今後の科学,技術の発展に伴

なってその部分は拡大していくであろうが - - ()飯沼二郎氏はその苓 ｢風土と歴史｣の中で

私が管見したのと同じ束南ア･}7のぞ罷腐地 帯と樹南アノアの乾燥地帯の若しh速いを見.それを

契機として ｢毅転する歴史の根底L,C.あって,つねにそれに一定のワクをはめている風土tz)存在を

明らかにする｣ ことを試み. ｢風土のうえに生Ll育った文化相互のあVlだの対立と融合｣をそめ

中の重要な裸超としてL̂る｡その ｢対立と触合｣の中に私の考えた共通性と異質性を解くカギが

あbそうだ｡文化利互の対立妓相互の異質性を示 し,取合は共通性を示す｡即ち風土そのものは

絶対的であるが.それを克服しようとする人間の主体的な鋤きかけにETt風土に制約された央JB性

もあれば)-I,=通性もあるO終局人間が生活 しTLハるところには必らす工体的な働きかけが存在し,

そこには当然普遍的な現無が生じることになる｡壕は,この普滋的77j:塊韻を如何に扱うかであb

それを全く煉プ舟j~ることはできそしへということだ｡品質とか共通とか.あるい比特殊とかせ迦と

か述べてきた･が.それらErt常に比較輪の上に成り立つoそrD意味では,地域性と全 く同じであるo

地域性を求めようとするとき.その地域性D中にそれら(Jj:全て含まれてLへることを常に明記 して

i,.かねはなるまいO

以上,旅行中輔に感じたことであるが.ついでに,それらに幽係があbそうなことを託してお

こうo

マンチェスターの米華軌 ビカチリ一泊L)で通行人に雌物の名をたずねたが ｢私は LLl,n岳11Sh

でないからわからTrhJという退部をつづけて2鑑もらっ!1,_O軌速いなくイギリス人だと思って

たずねたその人から･D返事の実意はすぐ理解できなかったQしかし,その答えはまもなく葡外在

形でかえってきた｡それから2週間とたたたいうちに北アイルランドの暴動,即ち,ケル ト系住

民に7ンクL｡サクノン系住民が衝突し.原隊が出動するという部件が起ったのだ｡これ披単族LZj

D国民L,-C吐乳牌できない奥質的な一面であろう｡

また,これLI;:-Lよく閃く許しだが.私も経験したので,(リのサンラザール成約のクJ{コ短で絵は

がきと切手をERったが,そのとき,この店の,かなb年配だが人の好さそうた劉まさんは,私の

ブロークン･インクリッシュを理解して切手を出してくれたものの.返渉は全てフラL,ス譜 ･i&L

後抹破談になったが,それでも英語を倣おうとはしなかった｡これは国民性といえよう机 屋眠

性もまた輿望であるor

さらに, 1丘も対称的なDは西ベルリyと東ベル リyであろうO壁一二ン＼だてて 2つの他界が相

対しているo縫物も追えば人々の服渡も適う｡､一方はしゃべ()一方はだまる｡一方は庶民が多く

一方は兵士が多ho恐ろしく.さびしく,綿密75国項検問に極度の異,L割,+.を感じる.同一の風土

D中に存在する全く輿'Rな世界.これこそ人間の王体臭件D速い以外の何ものでもないo LかL-0-
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蛇足になるが,もう一つ.1969年8月下旬ローマからアテネに向うTWAの707がJ,.レ

スチナゲリラにとられ,ベイルー トに強制眉陸されるという都件が発生したが,あのIRに私遠は

一週間程融に乗っていたのだO
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